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２
年
間
毎
月
５
万
レ
以
上
払
う

ど
で
は
な
い
が
、
Ｅ
Ｕ
の
基

準
で
は
不
合
格
だ
。

　

禁
輸
措
置
を
受
け
る
２
０

工
場
中
、
１
２
工
場
は
ブ
ラ

ジ
ル
・
フ
ー
ズ
社
（
Ｂ
Ｒ

Ｆ
）
の
傘
下
だ
。
同
社
は
、

０
９
年
に
食
肉
大
手
の
ペ
ル

ジ
ガ
ン
社
が
サ
ジ
ア
社
を
買

収
し
た
事
で
誕
生
し
た
複
合

企
業
で
、
今
年
３
月
に
連
警

が
行
っ
た
ト
ラ
パ
ッ
サ
作
戦

（
昨
年
開
始
の
カ
ル
ネ
・
フ

ラ
ッ
カ
作
戦
の
第
３
弾
）で
、

検
査
デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
疑
惑

を
追
及
さ
れ
、
元
社
長
が
逮

捕
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｂ
Ｒ
Ｆ
は
今
年
、
同
措
置

に
よ
っ
て
１
０
億
レ
の
損
失

を
被
る
と
関
係
者
は
見
て
い

る
。
こ
れ
は
昨
年
度
の
売
上

の
３
％
だ
。
ま
た
、
Ｂ
Ｒ
Ｆ

の
昨
年
度
決
算
は
１
１
億
レ

　

昨
年
、「
Ｊ
Ｂ
Ｓ
シ
ョ
ッ
ク
」
で
伯
国
全
土
に
騒
動
を
巻
き
起
こ
し
た
Ｊ
＆
Ｆ
社

主
の
ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
・
バ
チ
ス
タ
氏
が
、
同
氏
か
ら
の
収
賄
疑
惑
で
被
告
人
に
な
っ

た
ば
か
り
の
ア
エ
シ
オ
・
ネ
ー
ヴ
ェ
ス
氏
に
対
し
て
、
別
件
の
贈
賄
を
行
っ
て
い

た
疑
惑
を
報
告
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
２
０
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
が
報
じ

て
い
る
。

お
り
、
計
１
６
枚
の
領
収
書

の
支
払
総
額
は
８
６
万
４
千

レ
ア
ル
だ
っ
た
。

　

通
常
の
番
組
ス
ポ
ン
サ
ー

費
と
し
て
な
ら
問
題
は
な
い

が
、
そ
の
一
方
で
同
じ
頃
、

ア
エ
シ
オ
氏
が
同
局
の
件
に

関
し
て
不
可
解
な
動
き
を
し

て
い
た
。
そ
れ
は
、
１
６
年

に
、
同
氏
が
所
有
し
て
い
た

同
局
の
持
ち
株
を
６
６
０
万

レ
ア
ル
で
実
姉
の
ア
ン
ド
レ

ア
氏
に
売
却
し
た
こ
と
だ
。

　

１
４
年
か
ら
１
５
年
に

か
け
て
の
持
ち
株
価
格
は

７
０
万
レ
ア
ル
だ
っ
た
が
、

１
６
年
に
ア
エ
シ
オ
氏
が
資

産
申
告
し
た
と
き
の
持
ち
株

価
格
は
８
０
０
万
レ
ア
ル
に

膨
れ
あ
が
っ
て
い
た
と
い

う
。

　

こ
れ
を
怪
し
ん
だ
検
察
庁

が
ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
氏
に
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
同
氏
は
「（
ア

エ
シ
オ
氏
に
）
毎
月
５
万
レ

ア
ル
を
払
っ
て
い
た
。
そ
れ

は
、
１
４
年
に
大
統
領
選
に

出
馬
し
、
１
８
年
も
出
馬
す

る
で
あ
ろ
う
上
院
議
員
と
良

い
関
係
を
保
ち
た
い
が
た
め

　

高
い
支
持
率
を
獲
得
し
、

こ
の
１
０
月
の
大
統
領
選
に

出
馬
と
目
さ
れ
て
い
る
元
最

高
裁
判
事
の
ジ
ョ
ア
キ
ン
・

バ
ル
ボ
ー
ザ
氏
だ
が
、
判
事

か
ら
政
治
家
へ
の
転
進
の
難

し
さ
に
当
惑
し
て
い
る
よ
う

だ
。
所
属
の
ブ
ラ
ジ
ル
社
会

党
（
Ｐ
Ｓ
Ｂ
）
や
周
囲
に
は

だ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
た
と

い
う
。

　

な
お
、
ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
氏

は
検
察
庁
に「
５
万
レ
ア
ル
」

と
申
告
し
て
い
る
が
、
領
収

書
に
記
載
さ
れ
て
い
た
正
確

な
額
は
５
万
４
千
レ
ア
ル

だ
っ
た
。

　

こ
の
額
は
、
Ｊ
Ｂ
Ｓ
の
口

座
か
ら
、
ベ
ロ
・
オ
リ
ゾ
ン

テ
市
の
富
裕
地
区
サ
ヴ
ァ
ッ

シ
に
あ
る
イ
タ
ウ
銀
行
の
ラ

ジ
オ
局
名
義
の
口
座
に
振
り

込
ま
れ
て
い
た
。
最
初
の
支

払
は
１
５
年
７
月
で
、
最
後

は
１
７
年
６
月
。
つ
ま
り
、

ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
氏
が
ア
エ
シ

オ
氏
の
２
０
０
万
レ
ア
ル
の

贈
賄
を
録
音
証
拠
と
共
に
暴

露
し
た
翌
月
ま
で
振
り
込
ま

れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
２
０
０
万
レ
ア
ル
の

収
賄
疑
惑
に
よ
り
、
ア
エ
シ

オ
氏
は
１
７
日
に
最
高
裁
か

疑
惑
の
ス
ポ
ン
サ
ー
費

の
赤
字
だ
っ
た
。

　

伯
国
農
牧
連
合（
Ｃ
Ｎ
Ａ
）

に
よ
る
と
、
昨
年
の
伯
国
の

鶏
肉
輸
出
総
額
は
７
１
億
ド

ル
で
、
７
億
７
千
万
ド
ル
は

Ｅ
Ｕ
と
の
取
引
で
あ
げ
て
い

て
事
前
に
言
及
し
た
１
７
日

と
同
様
、世
界
貿
易
機
関（
Ｗ

Ｔ
Ｏ
）
に
訴
え
る
姿
勢
を

保
っ
た
。

　

Ｂ
Ｒ
Ｆ
は
、「
正
式
な
通

達
も
受
け
て
い
な
い
し
、
発

鶏
肉
は
、
検
査
の
結
果
「
い

か
な
る
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
も
許

容
し
な
い
」
と
い
う
規
則
に

反
し
て
い
る
と
説
明
し
て
い

る
。

　

Ｅ
Ｕ
が
伯
国
産
鶏
肉
を
サ

ン
プ
ル
検
査
し
た
結
果
、
全

体
の
０
・
６
％
か
ら
サ
ル
モ

ネ
ラ
菌
が
見
つ
か
っ
た
。
鶏

肉
は
加
熱
調
理
さ
れ
る
た

め
、
健
康
に
実
害
が
出
る
ほ

　
【
既
報
関
連
】
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
は
１
９
日
、
伯
国

内
２
０
カ
所
の
食
肉
工
場
で

生
産
さ
れ
た
鶏
肉
の
輸
入
を

停
止
す
る
決
定
を
下
し
た

と
、
２
０
日
付
伯
字
各
紙
・

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

伯
国
か
ら
Ｅ
Ｕ
に
輸
入
さ

れ
て
い
る
鶏
肉
の
お
よ
そ
３

分
の
１
が
停
止
処
分
の
対
象

と
な
る
。
政
府
試
算
、
業
界

試
算
で
差
が
あ
る
が
、
処

分
に
よ
る
損
失
は
、
年
間

２
億
３
千
万
〜
３
億
ド
ル
だ

と
い
う
。
Ｅ
Ｕ
は
、
伯
国
産

Ｅ
Ｕ「
衛
生
基
準
を
満
た
さ
ず
」

水
俣
病
発
生
の
可
能
性
が
浮
上

保
護
貿
易
の
隠
れ
蓑
と
伯
国
反
発

表
前
の
聞
き
取
り
も
、
誰
か

ら
も
受
け
て
い
な
い
。
禁
輸

措
置
と
な
れ
ば
抗
議
す
る
」

と
の
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。

　

Ｂ
Ｒ
Ｆ
は
１
９
日
、
声
明

文
で
、「
Ｅ
Ｕ
の
決
定
は
自

国
産
業
を
保
護
す
る
政
治
的

思
惑
か
ら
下
さ
れ
た
と
、
当

社
は
思
っ
て
い
る
」
と
反
発

し
た
一
方
で
、
生
産
調
整
と

し
て
、
サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ

州
、
ゴ
イ
ア
ス
州
、
パ
ラ
ナ

州
の
、
合
計
４
工
場
の
従
業

員
に
集
団
休
暇
を
と
ら
せ
る

事
も
発
表
し
た
。

　

ま
た
Ｂ
Ｒ
Ｆ
の
経
営
審
議

会
は
１
８
日
、
次
期
経
営
審

議
会
議
長
に
、
石
油
公
社
ペ

ト
ロ
ブ
ラ
ス
社
の
現
総
裁
の

ペ
ド
ロ
・
パ
レ
ン
テ
氏
を
指

名
。
同
氏
も
こ
れ
を
了
承
し

た
。
パ
レ
ン
テ
氏
は
２
６
日

の
株
主
総
会
で
正
式
に
就
任

す
る
事
が
濃
厚
だ
。

昨
年
５
月
に
ア
エ
シ
オ
氏
と

テ
メ
ル
大
統
領
を
相
手
取
っ

て
Ｊ
Ｂ
Ｓ
シ
ョ
ッ
ク
を
巻
き

起
こ
し
た
後
に
、
検
察
庁
に

提
出
さ
れ
た
領
収
書
の
中
の

ひ
と
つ
で
確
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
領
収
書
に
は
「
広
告

サ
ー
ビ
ス
代
」
と
書
か
れ
て

お
り
、
そ
れ
は
「
ジ
ョ
ル
ナ

ル
・
ダ
・
マ
ニ
ャ
ン
」
と
い

う
番
組
に
対
し
て
毎
月
支
払

わ
れ
た
。

　

こ
の
番
組
は
、
ア
エ
シ
オ

氏
が
運
営
者
の
一
人
と
し
て

名
前
を
連
ね
て
い
た
ラ
ジ
オ

局
「
ア
ル
コ
・
イ
リ
ス
」
の

番
組
の
ひ
と
つ
だ
。
こ
の
局

は
ジ
ョ
ー
ヴ
ェ
ン
・
パ
ン
局

の
傘
下
に
あ
る
、

　

そ
の
支
払
は
１
５
年
か
ら

１
７
年
に
か
け
て
行
わ
れ
て

パラナ州鶏肉加工場（参考画像・ANPr/ SINDIAVIPAR）

首
都
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
抗
議
活

動
を
行
う
労
組
（
参
考
画

像
・W

ilson Dias/ Agência 
Brasil

）

ジョエズレイ氏（Lula Marques/AGPT）

不
可
解
な
持
ち
株
急
騰
も

アマパー州

ら
被
告
人
と
し
て
扱
わ
れ
た

ば
か
り
だ
。

　

ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
氏
が
検
察

庁
に
提
出
し
た
数
々
の
証
拠

は
生
き
て
は
い
る
も
の
の
、

元
検
察
庁
検
察
官
が
報
奨
付

供
述
作
成
に
関
与
し
た
疑
い

が
生
じ
た
た
め
、
ジ
ョ
エ
ズ

レ
イ
氏
へ
の
報
奨
は
破
談
と

な
り
、
逮
捕
も
さ
れ
た
。

大
統
領
候
補
を
期
待
さ
れ
つ

つ
も
、
不
慣
れ
な
経
済
政
策

を
立
て
る
の
に
ひ
と
苦
労
。

さ
ら
に
は
、
や
っ
か
み
を
感

じ
て
い
る
Ｐ
Ｓ
Ｂ
の
州
知
事

の
み
な
ら
ず
、
家
族
に
も
大

統
領
選
出
馬
を
反
対
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。
政
治
の
混
乱

期
に
こ
そ
、
従
来
の
パ
タ
ー

ン
と
は
違
っ
た
政
界
の
到
来

を
求
め
た
い
世
論
は
理
解
で

き
る
が
、
そ
れ
を
急
に
求
め

ら
れ
る
側
は
な
か
な
か
大
変

だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
思

い
知
ら
さ
れ
る
。
さ
て
、
そ

の
結
論
は
ど
う
な
る
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
９
日
未
明
、
バ
イ
ア
州

か
ら
長
距
離
バ
ス
で
や
っ
て

来
た
女
性
１
人
と
男
性
２
人

の
３
人
組
が
、
聖
市
東
部
の

ジ
ャ
ル
ジ
ン
・
エ
レ
ナ
で
不

審
視
さ
れ
て
止
め
ら
れ
、
動

物
を
不
法
に
移
動
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
た
容
疑
で
逮
捕
さ

れ
た
。
捕
獲
さ
れ
た
動
物
は

亀
４
２
７
匹
、
イ
グ
ア
ナ

８
７
匹
、
マ
ー
モ
セ
ッ
ト

（
猿
）
２
１
匹
、
ふ
く
ろ
う

２
羽
、
鷹
２
羽
、
種
々
の
小

鳥
２
３
羽
（
計
５
６
２
匹
）

で
、
死
ん
で
い
た
動
物
も

１
６
匹
い
た
。
彼
ら
の
移
動

の
目
的
も
気
に
な
る
が
、
そ

れ
以
前
に
、
よ
く
バ
ス
に
乗

車
で
き
た
も
の
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
９
日
の
サ
ッ
カ
ー
の
ブ

ラ
ジ
ル
杯
４
回
戦
第
２
試

合
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
は
本
拠
地

モ
ル
ン
ビ
で
の
ア
ト
レ
チ

コ
・
パ
ラ
ナ
エ
ン
セ
戦
で
、

い
っ
た
ん
は
リ
ー
ド
し
た
も

の
の
２
―
２
で
引
き
分
け
。

２
試
合
合
計
の
ス
コ
ア
で
敗

れ
、
脱
落
し
た
。
サ
ン
パ
ウ

ロ
は
聖
州
４
強
の
内
、
唯
一

リ
ベ
ル
タ
ド
ー
レ
ス
杯
に
出

場
で
き
な
か
っ
た
だ
け
に
、

ブ
ラ
ジ
ル
杯
は
何
と
し
て
も

優
勝
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
い

と
こ
ろ
だ
っ
た
が
。

　

組
合
税
支
払
い
義
務
の
廃

止
を
定
め
た
改
正
労
働
法
が

昨
年
１
１
月
に
施
行
さ
れ
、

５
カ
月
が
経
過
し
た
が
、
伯

国
内
の
地
域
を
問
わ
ず
、
多

く
の
労
組
が
司
法
に
訴
え
、

組
合
税
の
存
続
を
認
め
る
仮

処
分
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
と
、

２
０
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が

報
じ
た
。

　

組
合
税
は
各
組
合
に
と
っ

て
は
主
要
財
源
で
、
改
正
労

働
法
の
成
立
過
程
で
も
多
く

の
反
対
運
動
が
起
こ
っ
た
。

　

弁
護
士
が
ま
と
め
た
調
査

に
よ
る
と
、
す
で
に
１
２
３

件
も
の
組
合
税
徴
収
を
認
め

る
仮
判
決
が
出
て
お
り
、
そ

の
内
３
４
件
は
２
審
判
決
で

出
た
も
の
だ
。
た
だ
し
、
１

　

ア
マ
パ
ー
州
科
学
調
査
研

究
所
（
Ｉ
ｅ
ｐ
ａ
）
が
行
っ

た
調
査
に
よ
る
と
、
同
州
内

の
全
て
の
川
か
ら
採
取
さ
れ

た
魚
か
ら
高
濃
度
の
水
銀
が

検
出
さ
れ
た
と
い
う
。

　

Ｉ
ｅ
ｐ
ａ
に
よ
る
と
、
水

銀
濃
度
は
、
魚
の
身
１
グ
ラ

ム
に
つ
き
０
・
５
ミ
ク
ロ
グ

ラ
ム
と
い
う
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
基
準
の
１
０

〜
２
０
倍
に
達
し
て
い
た
。

汚
染
が
特
に
酷
い
の
は
、
ア

ラ
グ
ア
リ
、
ジ
ャ
リ
、
オ
イ
ア

ポ
ケ
、
ア
マ
パ
ー・
グ
ラ
ン
デ
、

カ
シ
ポ
レ
ー
の
各
河
川
だ
と

い
う
。

　

調
査
は
最
初
、
金
採
取
人

（
ガ
リ
ン
ポ
）
達
が
働
く
地

域
中
心
に
行
わ
れ
た
が
、
そ

の
後
、
対
象
が
州
内
全
域
に

拡
大
さ
れ
た
。
住
民
も
よ
く

食
べ
る
魚
が
高
濃
度
の
水
銀

で
汚
染
さ
れ
て
い
れ
ば
、
多

く
の
住
民
が
水
銀
中
毒
で
苦

し
む
可
能
性
が
高
く
な
る
。

　

水
銀
汚
染
で
思
い
出
さ
れ

る
の
は
水
俣
病
だ
。
水
俣
病

の
主
な
症
状
は
、
四
肢
や
口

周
囲
の
異
常
感
覚
、
触
覚
や

痛
覚
の
低
下
で
、
感
覚
の
低

下
は
体
表
面
く
ま
な
く
現
れ

る
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
症
状
は
、
メ
チ

ル
水
銀
に
よ
っ
て
大
脳
皮
質

に
障
害
が
現
れ
た
結
果
で
、

小
脳
に
障
害
が
起
こ
れ
ば
、

四
肢
の
運
動
時
や
話
す
時
の

口
の
円
滑
な
運
動
を
欠
く
、

運
動
失
調
症
状
が
現
れ
る
。

　

大
気
中
に
散
っ
た
り
し
た

有
機
水
銀
も
、
神
経
や
脳
障

害
を
引
き
起
こ
し
、
手
足
の

震
え
や
手
足
や
口
周
辺
の
痺

れ
、
歩
行
困
難
、
め
ま
い
、

難
聴
、
視
野
狭
窄
、
言
語
障

害
な
ど
を
招
く
。
消
化
器
系

疾
患
を
起
こ
す
例
や
、
死
に

至
る
例
も
あ
る
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
住
民

が
よ
く
食
べ
る
肉
食
の
魚
４

種
（
ピ
ラ
ー
ニ
ャ・
プ
レ
ッ
タ
、

マ
ン
ド
ゥ
ベ
ー
、
ピ
ラ
プ
ク
、

ト
ラ
イ
ラ
ン
）
を
中
心
に
調

査
し
た
と
い
う
。

　

調
査
に
は
、
非
政
府
団
体

の
Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ブ
ラ
ジ
ル
や
、

生
物
の
多
様
性
保
全
の
た
め

の
シ
コ
・
メ
ン
デ
ス
研
究
所

（
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ｂ
ｉ
ｏ
）、
先
住

民
訓
練
調
査
研
究
所
（
Ｉ
ｅ

ｐ
ｅ
）
も
加
わ
っ
て
い
る
。

　
一
連
の
調
査
の
目
的
の
一
つ

は
、
ア
マ
パ
ー
州
内
の
金
採

掘
や
精
製
作
業
の
基
準
を
定

め
、
水
銀
の
使
用
量
削
減
を

呼
び
か
け
る
事
だ
。

　

調
査
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
セ
シ
レ
・
ガ
マ
氏
に
よ
る

と
、
同
州
で
は
環
境
保
護
区

内
も
含
む
全
て
の
川
の
流
域

で
、
高
濃
度
の
水
銀
汚
染
が

確
認
さ
れ
た
。
だ
が
、
環
境

保
護
区
に
は
域
内
の
活
動
以

外
の
汚
染
源
は
な
く
、
デ
ー

タ
改
ざ
ん
が
行
わ
れ
た
は
ず

も
な
い
分
だ
け
、
懸
念
さ
れ

る
状
況
だ
と
い
う
。

　

１
９
日
昼
、
聖
市
南
部

ジ
ャ
バ
ク
ア
ラ
で
、
複
数
の

市
の
間
を
走
行
す
る
Ｅ
Ｍ
Ｔ

Ｕ
の
バ
ス
の
内
部
で
銃
撃
戦

が
行
わ
れ
、
３
人
が
死
亡
、

５
人
が
負
傷
す
る
事
件
が
起

き
た
。
２
０
日
付
伯
字
紙
が

報
じ
て
い
る
。

　

こ
の
日
の
午
後
４
時
頃
、

Ｅ
Ｍ
Ｔ
Ｕ
の
バ
ス
が
エ
ン

ジ
ェ
ニ
ェ
イ
ロ
・
ア
ル
マ
ン

ド
・
デ
・
ア
ル
ー
ダ
・
ペ
レ

イ
ラ
大
通
り
を
通
っ
て
い
た

際
に
、
３
人
組
の
強
盗
が
乗

り
こ
ん
だ
。

　

強
盗
た
ち
は
携
帯
電
話
な

ど
、
乗
客
の
所
持
品
を
盗
み

は
じ
め
た
が
、
乗
客
の
１
人

が
抵
抗
し
た
の
を
見
た
、
平

服
の
軍
警
１
人
が
銃
で
反
応

し
た
た
め
に
、
車
内
で
の
銃

撃
戦
と
な
っ
た
。

　

こ
の
銃
撃
戦
で
、
軍
警
の

エ
ウ
ト
ン
・
リ
カ
ル
ド
・
ク
ー

ニ
ャ
氏
（
３
８
）
が
頭
部
に

被
弾
し
、
病
院
に
運
ば
れ
た

が
死
亡
し
た
。
ダ
ミ
ア
ン
と

称
す
る
強
盗
の
ひ
と
り
は
、

バ
ス
の
中
で
死
亡
。
乗
客
も

１
人
、
被
弾
後
に
病
院
に
運

ば
れ
た
が
、
助
か
ら
な
か
っ

た
と
い
う
。

　

こ
の
他
に
も
、
腹
部
に
銃

弾
を
浴
び
た
上
、
肺
に
穴
が

開
い
て
骨
折
も
起
こ
し
た

女
性
や
、
割
れ
た
窓
ガ
ラ
ス

の
破
片
を
受
け
た
運
転
手
な

ど
、
５
人
が
負
傷
し
た
。

　

警
察
は
同
日
夜
ま
で
に
残

り
２
人
の
容
疑
者
を
逮
捕
し

て
、
連
行
し
た
が
、
事
件
へ

の
関
与
は
ま
だ
捜
査
中
だ
。

アエシオに別の収賄か？
　

フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
に
よ
る
と
、
そ
の
贈
賄
は
、
同
氏
が

存
続
求
め
、労
組
が
法
廷
闘
争

「
最
高
裁
が
決
め
る
し
か
な
い
」と
も

魚
か
ら
基
準
値
超
え
る
水
銀
検
出

ジョエズレイ２
０
工
場
か
ら
の
鶏
肉
禁
輸
に

（２）２０１８年 第４９８２号 ４月 ２１日 （土曜日）

組 合 税

Ｅ
Ｍ
Ｔ
Ｕ
バ
ス
内
で
銃
撃
戦

軍
警
や
強
盗
な
ど
３
人
死
亡

聖市ジャバクアラ

た
。

　

ブ
ラ
イ
ロ
・

マ
ッ
ジ
農
相
は
、

農
務
省
は
銀
行
と

共
に
、
禁
輸
措
置

に
よ
り
財
政
危
機

に
陥
っ
た
企
業
を

救
済
す
る
事
も
可

能
だ
と
し
た
。

　

マ
ッ
ジ
農
相
は

「
伯
国
は
『
消
費

者
の
健
康
上
の
問

題
』
を
口
実
と
す

る
保
護
貿
易
主
義

の
被
害
を
被
っ
て

い
る
。
受
け
入
れ

る
わ
け
に
は
い
か

な
い
」
と
語
り
、

こ
の
問
題
に
つ
い

審
で
出
た
、
組
合
税
を
認
め

る
仮
判
決
が
、
２
審
や
３
審

で
取
り
消
さ
れ
た
事
例
も
存

在
し
て
い
る
。

　

聖
州
食
品
業
界
労
働
者

組
合
（
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ａ
）
は
、
乳

製
品
の
Ｖ
ｉ
ｇ
ｏ
ｒ
（
Ｖ
）

社
を
相
手
に
訴
訟
を
起
こ
し
、

「
Ｖ
社
は
、
聖
州
サ
ン
カ
エ

タ
ー
ノ
市
の
工
場
労
働
者
か

ら
組
合
税
を
徴
収
し
、
Ｓ
Ｔ

Ｉ
Ａ
に
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
の
仮
判
決
を
先
月

勝
ち
取
っ
た
。
Ｖ
社
は
「
今

の
と
こ
ろ
は
判
決
に
従
う
」

と
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ａ
は

同
様
の
訴
訟
を
５
３
件
起
こ

し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
６

件
で
勝
訴
し
た
が
、
逆
の
判

決
が
出
た
例
も
あ
る
。

　

法
学
者
の
イ
ヴ
ェ
ス
・
マ
ル

チ
ン
ス
氏
は
、「
組
合
税
支
払

い
義
務
を
廃
止
し
た
改
正
労

働
法
は
、『
組
合
へ
の
参
加
は

自
由
』
と
し
た
憲
法
に
適
っ

て
い
る
。
労
働
者
が
組
合
税

を
支
払
う
義
務
も
、
雇
用
者

が
組
合
税
を
徴
収
し
、
組
合

に
渡
す
義
務
も
な
い
」
と
し

て
い
る
。

　

ま
た
Ｌ
．
Ｏ
．
バ
チ
ス
タ

法
律
事
務
所
の
フ
ァ
ビ
オ
・

チ
ョ
ン
弁
護
士
は
、「
こ
の
問

題
は
、
最
終
的
に
最
高
裁
判

所
が
議
論
し
て
決
断
を
下
さ

な
い
限
り
、
解
決
し
な
い
だ

ろ
う
」
と
語
っ
て
い
る
。



　

台た
い

湾わ
ん

と
日に

本ほ
ん

の
真ま

心ご
こ
ろの
交こ

う

流り
ゅ
うが
続つ

づ

い
て
い
る
。
２
月が

つ

６
日か

に

台た
い

湾わ
ん

東と
う

部ぶ

を
襲お

そ
っ
た
地じ

震し
ん

に
対た

い

し
て
、
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うは
「
こ
の
困こ

ん

難な
ん

な
時と

き

、
私わ

た
し
た
ち
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
古ふ

る

く
か
ら
の
友ゆ

う

人じ
ん

で
あ
る
台た

い

湾わ
ん

の
皆み

な

さ
ん
と
共と

も

に
あ
り
ま
す
。
日に

本ほ
ん

と
し
て
、
全ぜ

ん

力り
ょ
くを
挙あ

げ
て

支し

援え
ん

し
て
参ま

い

り
ま
す
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送お

く

り
、
蔡さ

い

総そ
う

統と
う

も

以い

下か

の
よ
う
な
感か

ん

謝し
ゃ

の
言こ

と

葉ば

を
日に

本ほ
ん

語ご

で
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
投と

う

稿こ
う

し
た
。［
１
］

　

安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
うか
ら
の
お
見み

舞ま

い
は
、
ま
さ
か
の
時と

き

の
友と

も

は
真ま

こ
との

友と
も

、
ま
さ
に
そ
の
通と

お

り
で
す
。
こ
の
よ
う
な
困こ

ん

難な
ん

な
時と

き

の
人じ

ん

道ど
う

救き
ゅ
う

助じ
ょ

は
正ま

さ

に
台た

い

日に
ち

双そ
う

方ほ
う

の
友ゆ

う

情じ
ょ
うと
価か

値ち

観か
ん

を
体た

い

現げ
ん

す
る
も
の

だ
と
思お

も

い
ま
す
。

　
日に

っ

台た
い

の
心こ

こ
ろの
交こ

う

流り
ゅ
うと
し
て
思お

も

い
出で

深ぶ
か

い
の
は
、
東

ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

時じ

の
台た

い

湾わ
ん

か
ら
の
真ま

心ご
こ
ろの
こ
も
っ
た
支し

援え
ん

に
対た

い

し
て
、
平へ

い

成せ
い

２
５
（
２
０
１
３
）
年ね

ん

に
東と

う

京き
ょ
うド
ー
ム
で
行お

こ
な
わ
れ
た
Ｗ
Ｂ
Ｃ

（
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
）
の
台た

い

湾わ
ん

―
日に

本ほ
ん

戦せ
ん

で
、
観か

ん

客き
ゃ
く

席せ
き

か
ら
「
３
１
１
支し

援え
ん　

謝し
ゃ

謝し
ゃ

台た
い

湾わ
ん

」「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
永え

い

遠え
ん

に
台た

い

湾わ
ん

人じ
ん

の
真ま

心ご
こ
ろを
忘わ

す

れ
な
い
」
な
ど
、
多お

お

く

の
プ
ラ
カ
ー
ド
が
掲か

か

げ
ら
れ
た
こ
と
だ
。

　

そ
れ
に
応こ

た

え
て
、
試し

合あ
い

後ご

、
台た

い

湾わ
ん

の
選せ

ん

手し
ゅ

た
ち
が
マ
ウ
ン
ド

に
集あ

つ

ま
り
、
観か

ん

客き
ゃ
く

席せ
き

に
向む

か
っ
て
３
６
０
度ど

の
円え

ん

陣じ
ん

を
作つ

く

り
、

帽ぼ
う

子し

を
と
っ
て
深ふ

か

々ぶ
か

と
一い

ち

礼れ
い

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
や
り
と
り

は
台た

い

湾わ
ん

の
テ
レ
ビ
や
新し

ん

聞ぶ
ん

で
も
報ほ

う

道ど
う

さ
れ
て
、
感か

ん

動ど
う

を
呼よ

ん

だ
。

　

台た
い

湾わ
ん

で
の
野や

球き
ゅ
うは
日に

本ほ
ん

統と
う

治ち

時じ

代だ
い

か
ら
始は

じ

ま
っ
た
も
の
だ

が
、
戦せ

ん

前ぜ
ん

に
も
美う

つ
くし
い
物も

の

語が
た
りが
あ
っ
た
。
そ
れ
を
描え

が

い
た
の
が
、

２
０
１
４
（
平へ

い

成せ
い

２
６
）
年ね

ん

に
台た

い

湾わ
ん

で
制せ

い

作さ
く

さ
れ
た
映え

い

画が

『
Ｋ

Ａ
Ｎ
Ｏ　

１
９
３
１　

海う
み

の
向む

こ
う
の
甲こ

う

子し

園え
ん

』（
原げ

ん

題だ
い

『
Ｋ

Ａ
Ｎ
Ｏ
』）
で
あ
る
。［
２
］

映え
い

画が

『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』

民み
ん

族ぞ
く

を
超こ

え
た
甲こ

う

子し

園え
ん

へ
の
夢ゆ

め

2018年
ねん

3月
がつ

25日
にち

版
ばん

　

物も
の

語が
た
りは
、
昭

し
ょ
う

和わ

４
（
１
９
２
９
）
年ね

ん

、
台た

い

湾わ
ん

南な
ん

部ぶ

・
嘉か

義ぎ

市し

の
嘉か

義ぎ

農の
う

林り
ん

学が
っ

校こ
う

、
略り

ゃ
く
し
て
嘉か

農の
う

（
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
）
を
舞ぶ

台た
い

に
始は

じ

ま
る
。
嘉か

農の
う

の
野や

球き
ゅ
う

部ぶ

は
連れ

ん

戦せ
ん

連れ
ん

敗ぱ
い

ど
こ
ろ
か
、
発ほ

っ

足そ
く

以い

来ら
い

、
ま
だ
一い

ち

点て
ん

も
得と

く

点て
ん

を
と
っ
た
事こ

と

が
な
か
っ
た
。
町ま

ち

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

か
ら
は
、
大た

い

陸り
く

か
ら
や
っ
て
き
た
漢か

ん

人じ
ん

や
蕃ば

ん

人じ
ん

（
台た

い

湾わ
ん

の

原げ
ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

）
も
混ま

じ
っ
て
仲な

か

良よ

く
や
っ
て
い
る
様よ

う

子す

に
「
遊あ

そ

び
半は

ん

分ぶ
ん

の
野や

球き
ゅ
うな
ら
、
さ
っ
さ
と
解か

い

散さ
ん

し
ち
ま
え
」
と
ま
で
言い

わ
れ

て
い
た
。

　

そ
こ
に
無む

理り

に
頼た

の

ま
れ
て
監か

ん

督と
く

と
な
っ
た
の
が
近こ

ん

藤ど
う

兵ひ
ょ
う

太た

郎ろ
う

だ
っ
た
。
近こ

ん

藤ど
う

監か
ん

督と
く

は
月げ

つ

曜よ
う

日び

の
朝あ

さ

６
時じ

に
全ぜ

ん

員い
ん

を
神じ

ん

社じ
ゃ

に
集

し
ゅ
う

合ご
う

さ
せ
、「
俺お

れ

が
お
前ま

え

た
ち
を
甲こ

う

子し

園え
ん

に
連つ

れ
て
い
く
！
」

と
宣せ

ん

言げ
ん

す
る
。

　

近こ
ん

藤ど
う

監か
ん

督と
く

は
、
毎ま

い

日に
ち

、
選せ

ん

手し
ゅ

た
ち
に
嘉か

義ぎ

市し

内な
い

一い
っ

周し
ゅ
うの
マ

ラ
ソ
ン
を
命め

い

じ
、
ま
た
午ご

前ぜ
ん

は
各か

く

自じ

で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
２
時じ

間か
ん

、
午ご

後ご

に
打だ

撃げ
き

と
捕ほ

球き
ゅ
う

訓く
ん

練れ
ん

と
い
う
特と

っ

訓く
ん

を
始は

じ

め
た
。
捕ほ

球き
ゅ
うで
は
「
両

り
ょ
う

手て

で
キ
ャ
ッ
チ
し
ろ
」「
腰こ

し

を
落お

と
せ
」
な
ど
と

基き

本ほ
ん

を
徹て

っ

底て
い

的て
き

に
仕し

込こ

ん
だ
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、
選せ

ん

手し
ゅ

た
ち
に
私し

費ひ

で
グ
ロ
ー
ブ
や
バ
ッ
ト

を
買か

い
与あ

た

え
た
。
近こ

ん

藤ど
う

の
妻つ

ま

は
選せ

ん

手し
ゅ

た
ち
に
う
ど
ん
を
差さ

し

入い

れ
し
た
。
さ
ら
に
メ
ン
バ
ー
が
足た

り
な
い
と
見み

て
、
テ
ニ
ス

部ぶ

な
ど
で
見み

込こ

ん
だ
選せ

ん

手し
ゅ

の
家い

え

に
ま
で
行い

っ
て
、
野や

球き
ゅ
う

部ぶ

に

勧か
ん

誘ゆ
う

し
た
。「
監か

ん

督と
く

は
本ほ

ん

気き

だ
」
と
、
選せ

ん

手し
ゅ

た
ち
は
感か

ん

じ
た
。

　

近こ
ん

藤ど
う

監か
ん

督と
く

の
指し

導ど
う

は
、
精せ

い

神し
ん

面め
ん

を
重

じ
ゅ
う

視し

し
て
い
た
。
球

き
ゅ
う

場
じ
ょ
う

は
神し

ん

聖せ
い

な
場ば

所し
ょ

と
し
て
、
入は

い

る
前ま

え

に
必か

な
ら
ず
一い

ち

礼れ
い

さ
せ
た
。「
球た

ま

は
霊た

ま

な
り
。
霊た

ま

正た
だ

し
か
ら
ざ
れ
ば
球た

ま

ま
た
正た

だ

し
か
ら
ず
」
と

教お
し

え
た
。

　

好す

き
な
台た

い

湾わ
ん

人じ
ん

女じ
ょ

性せ
い

が
結け

っ

婚こ
ん

す
る
と
知し

っ
て
思お

も

い
悩な

や

ん
で
い

た
漢か

ん

人じ
ん

ピ
ッ
チ
ャ
ー
呉ご

明め
い

捷し
ょ
うは
、
近こ

ん

藤ど
う

監か
ん

督と
く

か
ら
「
本ほ

ん

気き

で
投な

げ
て
い
る
の
か
？　

ボ
ー
ル
と
相あ

い

手て

、
自じ

分ぶ
ん

に
意い

識し
き

を
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うし

て
投な

げ
ろ
」
と
指し

導ど
う

さ
れ
、
次し

第だ
い

に
快か

い

速そ
く

球き
ゅ
うを
投な

げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

や
が
て
嘉か

義ぎ

中ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

と
の
試し

合あ
い

。
い
つ
も
の
通と

お

り
零れ

い

封ふ
う

さ

れ
、
３
対た

い

０
で
迎む

か

え
た
９
回か

い

裏う
ら

。
嘉か

義ぎ

中ち
ゅ
うの
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は

「
勝

し
ょ
う

負ぶ

は
つ
い
た
な
。
５
分ふ

ん

以い

内な
い

で
終お

わ
ら
せ
る
ぞ
」
と
豪ご

う

語ご

し
た
が
、
近こ

ん

藤ど
う

監か
ん

督と
く

が
「
絶ぜ

っ

対た
い

に
あ
き
ら
め
る
な
！
」
と

檄げ
き

を
飛と

ば
す
と
、
選せ

ん

手し
ゅ

た
ち
も
「
み
ん
な
た
っ
た
３
点て

ん

差さ

だ
！　

最さ
い

終し
ゅ
う

回か
い

で
逆

ぎ
ゃ
く

転て
ん

す
る
ぞ
！
」
と
応お

う

じ
た
。

　
一い

ち

番ば
ん

バ
ッ
タ
ー
呉ご

明め
い

捷し
ょ
うは
球た

ま

に
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うし
て
二に

塁る
い

打だ

を
打う

つ
。

そ
の
呉ご

を
二に

番ば
ん

バ
ッ
タ
ー
は
送お

く

り
バ
ン
ト
で
三さ

ん

塁る
い

ま
で
送お

く

る
。

二ふ
た

人り

三さ
ん

振し
ん

し
て
追お

い
詰つ

め
ら
れ
た
後あ

と

、
監か

ん

督と
く

の
勧か

ん

誘ゆ
う

し
た
漢か

ん

人じ
ん

の
新し

ん

人じ
ん

・
蘇そ

正し
ょ
う

生せ
い

が
ヒ
ッ
ト
を
打う

っ
て
、
嘉か

農の
う

野や

球き
ゅ
う

部ぶ

創そ
う

設せ
つ

以い

来ら
い

、
初は

じ

め
て
の
得と

く

点て
ん

を
記き

録ろ
く

し
た
。

　

試し

合あ
い

に
は
負ま

け
た
が
、
初は

じ

め
て
の
得と

く

点て
ん

に
大お

お

喜よ
ろ
こび
し
た
嘉か

農の
う

の
選せ

ん

手し
ゅ

た
ち
に
、近こ

ん

藤ど
う

監か
ん

督と
く

は
「
お
前ま

え

た
ち
、よ
く
や
っ
た
。

目も
く

標ひ
ょ
うに
一い

っ

歩ぽ

一い
っ

歩ほ

近ち
か

づ
い
て
い
る
ぞ
」
と
言い

い
つ
つ
も
、「
目め

指ざ

す
は
甲こ

う

子し

園え
ん

だ
！
」と
宣せ

ん

言げ
ん

し
た
。さ
ら
な
る
猛も

う

特と
っ

訓く
ん

が
始は

じ

ま
っ

た
。

　

拙せ
っ

著ち
ょ

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　

日に

本ほ
ん

の
教

き
ょ
う

育い
く

』
で
は
、
中

ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

教き
ょ
う

師し

・
小お

田だ

島じ
ま

裕ゆ
う

一い
ち
さ
ん
が
、
青せ

い

年ね
ん

海か
い

外が
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

隊た
い

の
一い

ち

員い
ん

と
し
て
ア
フ
リ
カ
の
ウ
ガ
ン
ダ
で
野や

球き
ゅ
うの
指し

導ど
う

を
し
た
際さ

い

、

ま
ず
「
時と

き

を
守ま

も

り
、
場ば

を
清き

よ

め
、
礼れ

い

を
正た

だ

す
」
と
生せ

い

活か
つ

態た
い

度ど

か
ら
正た

だ

し
て
、
結け

っ

果か

的て
き

に
野や

球き
ゅ
うの
実じ

つ

力り
ょ
くも
大お

お

き
く
伸の

ば
し
た

と
い
う
実じ

つ

話わ

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
［
ｂ
］。
ま
ず
は
真し

ん

剣け
ん

に
生い

き
る
姿し

勢せ
い

を
身み

に
つ
け
る
事こ

と

が
、
野や

球き
ゅ
うに
お
い
て
も
基き

礎そ

と
な
る
の
で

あ
る
。

　

近こ
ん

藤ど
う

監か
ん

督と
く

は
校こ

う

長ち
ょ
うに
連つ

れ
ら
れ
て
、
裕ゆ

う

福ふ
く

な
地じ

元も
と

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
野や

球き
ゅ
う

部ぶ

へ
の
寄き

付ふ

を
頼た

の

み
に
行い

っ
た
。
校こ

う

長ち
ょ
うが
「
我わ

が

校こ
う

の
野や

球き
ゅ
う

部ぶ

に
は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
６
人に

ん

、
漢か

ん

人じ
ん

が
３
人に

ん

、
蕃ば

ん

人じ
ん

が
４
人に

ん

お
り
ま
し
て
」
と
言い

う
と
、
相あ

い

手て

は
「
漢か

ん

人じ
ん

？　

蕃ば
ん

１
．
台た

い

湾わ
ん

と
日に

本ほ
ん

の
真ま

心ご
こ
ろ

の
交こ

う

流り
ゅ
う

人じ
ん

？　

わ
は
は
は
ー　

冗
じ
ょ
う

談だ
ん

で
し
ょ
う
！　

彼か
れ

ら
に
野や

球き
ゅ
うを
さ

せ
る
な
ん
て
！
？　

蕃ば
ん

人じ
ん

に
野や

球き
ゅ
う

？　

首く
び

を
狩か

ら
な
い
よ
う

に
気き

を
付つ

け
な
い
と
！
」

　

台た
い

湾わ
ん

の
原げ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

に
は
、
か
つ
て
首く

び

狩か

り
の
風ふ

う

習し
ゅ
うが
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
当と

う

時じ

の
台た

い

湾わ
ん

に
お
い
て
は
野や

球き
ゅ
うを
す
る
の

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

学が
く

生せ
い

だ
け
だ
っ
た
。

　

近こ
ん

藤ど
う

監か
ん

督と
く

は
杯

さ
か
ず
きを
卓た

く

に
叩た

た

き
つ
け
て
、
言い

っ
た
。

　

漢か
ん

人じ
ん

と
蕃ば

ん

人じ
ん

に
野や

球き
ゅ
うを
や
ら
せ
て
何な

に

が
悪わ

る

い
ん
で
す
か
？　

蕃ば
ん

人じ
ん

は
足あ

し

が
速は

や

い
。
漢か

ん

人じ
ん

は
打だ

撃げ
き

が
強つ

よ

い
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
守し

ゅ

備び

に
長た

け
て
い
る
。
こ
ん
な
理り

想そ
う

的て
き

な
チ
ー
ム
は
ど
こ
に
も
な
い
。

き
ち
ん
と
練れ

ん

習し
ゅ
うす
れ
ば
、
必か

な
ら
ず
甲こ

う

子し

園え
ん

に
行い

け
る
。
あ
ん
た

ら
に
一い

っ

体た
い

、
何な

に

が
わ
か
る
と
い
う
ん
で
す
か
！

　

そ
の
頃こ

ろ

、
嘉か

農の
う

の
選せ

ん

手し
ゅ

た
ち
は
、
映え

い

画が

館か
ん

で
嘉か

義ぎ

中ち
ゅ
うの
メ

ン
バ
ー
と
鉢は

ち

合あ

わ
せ
し
て
い
た
。
嘉か

義ぎ

中ち
ゅ
うの
ひ
と
り
が
、
嘉か

農の
う

の
蕃ば

ん

人じ
ん

選せ
ん

手し
ゅ

に
「
こ
の
ク
ソ
蕃ば

ん

人じ
ん

！
」
と
殴な

ぐ

り
か
か
り
、
そ
こ

か
ら
大だ

い

乱ら
ん

闘と
う

と
な
っ
た
。

　

翌よ
く

日じ
つ

、
選せ

ん

手し
ゅ

た
ち
の
傷き

ず

に
気き

が
つ
い
て
、
事じ

情じ
ょ
うを
聞き

い
た
近こ

ん

藤ど
う

監か
ん

督と
く

は
言い

っ
た
。「
や
り
返か

え

す
な
ら
球

き
ゅ
う

場じ
ょ
うで
や
れ
！　

嘉か

義ぎ

中ち
ゅ
うに
伝つ

た

え
ろ
！　

試し

合あ
い

で
借か

り
を
返か

え

す
と
！
」

　

嘉か

義ぎ

中ち
ゅ
うと
の
試し

合あ
い

は
嘉か

農の
う

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行お

こ
なわ
れ
た
。
嘉か

義ぎ

中ち
ゅ
うの
最さ

い

初し
ょ

の
バ
ッ
タ
ー
が
ゴ
ロ
を
打う

つ
と
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
斉さ

い

藤と
う

が
素す

早ば
や

く
捕と

っ
て
一い

ち

塁る
い

封ふ
う

殺さ
つ

、
と
思お

も

わ
れ
た
が
、
素し

ろ

人う
と

審し
ん

判ぱ
ん

が

セ
ー
フ
の
判は

ん

定て
い

を
下く

だ

し
た
。
嘉か

農の
う

の
捕ほ

手し
ゅ

大お
お

江え

が
文も

ん

句く

を
つ
け

る
と
、近こ

ん

藤ど
う

監か
ん

督と
く

は
「
無ぶ

礼れ
い

者も
の

！　

審し
ん

判ぱ
ん

の
判は

ん

定て
い

は
絶ぜ

っ

対た
い

だ
！　

プ
レ
ー
に
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うし
ろ
！
」
と
怒ど

鳴な

っ
た
。

　

嘉か

農の
う

の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
斎さ

い

藤と
う

と
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
大お

お

江え

は
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うを

控ひ
か

え
て
、
こ
れ
が
最さ

い

後ご

の
試し

合あ
い

だ
っ
た
。
二ふ

た

人り

は
打だ

者し
ゃ

と
の
勝

し
ょ
う

負ぶ

に
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うし
、２
番ば

ん

バ
ッ
タ
ー
を
三さ

ん

振し
ん

に
と
り
、３
番ば

ん

バ
ッ
タ
ー

に
は
ゴ
ロ
を
打う

た
せ
た
。
嘉か

農の
う

の
野や

手し
ゅ

陣じ
ん

は
確か

く

実じ
つ

な
守し

ゅ

備び

で
ダ

ブ
ル
プ
レ
ー
を
と
っ
た
。
嘉か

義ぎ

中ち
ゅ
うの
メ
ン
バ
ー
は
「
こ
の
守し

ゅ

備び

力り
ょ
くは
何な

ん

だ
？　

あ
り
え
な
い
。
奴や

つ

ら
本ほ

ん

当と
う

に
嘉か

農の
う

か
？
」
と
相あ

い

手て

の
変へ

ん

化か

に
気き

が
つ
き
始は

じ

め
た
。

　

１
回か

い

裏う
ら

、
嘉か

農の
う

の
１
番ば

ん

バ
ッ
タ
ー
、
映え

い

画が

館か
ん

で
殴な

ぐ

ら
れ
た

蕃ば
ん

人じ
ん

の
平ひ

ら

野の

が
、
ま
ぐ
れ
当あ

た
り
の
ヒ
ッ
ト
で
１
塁る

い

に
出で

る

と
、
す
ぐ
に
俊

し
ゅ
ん

足そ
く

を
飛と

ば
し
て
２
塁る

い

に
盗と

う

塁る
い

。
平ひ

ら

野の

は
２
塁る

い

か
ら
「
俺お

れ

を
ホ
ー
ム
へ
帰か

え

せ
よ
！
」
と
叫さ

け

ん
だ
。
今い

ま

ま
で
と
は

完か
ん

全ぜ
ん

に
両り

ょ
う
チ
ー
ム
の
勢い

き
おい
が
逆

ぎ
ゃ
く

転て
ん

し
て
る
の
を
目ま

の
当あ

た
り
に

し
て
、嘉か

義ぎ

中ち
ゅ
うの
投と

う

手し
ゅ

は
「
い
っ
た
い
、ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
？　

ど
う
し
た
ら
い
い
？
」
と
迷ま

よ
っ
た
。

　

迷ま
よ
っ
た
ま
ま
投な

げ
た
球た

ま

を
２
番ば

ん

バ
ッ
タ
ー
、
こ
れ
ま
た
蕃ば

ん

人じ
ん

の
真ま

山や
ま

が
ラ
イ
ト
前ま

え

に
ヒ
ッ
ト
す
る
と
、
俊

し
ゅ
ん

足そ
く

の
平ひ

ら

野の

が
３
塁る

い

を
回ま

わ
っ
て
長

ち
ょ
う

駆く

ホ
ー
ム
イ
ン
。
な
ん
と
嘉か

農の
う

は
先せ

ん

制せ
い

点て
ん

を
上あ

げ

た
。
さ
ら
に
こ
れ
ま
た
快か

い

速そ
く

の
真ま

山や
ま

が
２
塁る

い

盗と
う

塁る
い

。
嘉か

義ぎ

中
ち
ゅ
う

の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
？　

ま
ぐ

れ
か
？　
い
、い
や　
こ
の
打だ

撃げ
き

力り
ょ
く、走そ
う

力り
ょ
く、全ぜ
ん

部ぶ

実じ
つ

力り
ょ
くだ・・・。

今い
ま

の
嘉か

農の
う

は
恐お

そ

ろ
し
い
チ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
」
と
悟さ

と
っ
た
。

　

嘉か

義ぎ

中ち
ゅ
うも
本ほ

ん

気き

で
反は

ん

撃げ
き

し
、
試し

合あ
い

は
一い

っ

進し
ん

一い
っ

退た
い

。
８
回か

い

表お
も
て、

６
対た

い

５
と
嘉か

義ぎ

中ち
ゅ
うが
１
点て

ん

リ
ー
ド
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
大お

お

雨あ
め

の
た
め
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
と
な
っ
た
。

　

最さ
い

後ご

の
試し

合あ
い

を
終お

え
て
、
捕ほ

手し
ゅ

の
大お

お

江え

が
涙な

み
だを
流な

が

し
な
が
ら

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を
読

よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事
を紹

しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．「
監か

ん

督と
く

は
本ほ

ん

気き

だ
」

（３） ２０１８年第４９８２号 	 ４月	２１日	（土曜日）

６
．「
変か

わ

つ
た
人じ

ん

種し
ゅ

が

         

同お
な

じ
目も

く

的て
き

の
た
め

         

共き
ょ
う

同ど
う

し
努ど

力り
ょ
く

し
て
を
る
」

３
．「
球た

ま

は
霊た

ま

な
り
」

４
．「
漢か

ん

人じ
ん

と
蕃ば

ん

人じ
ん

に

        

野や

球き
ゅ
う
を
や
ら
せ
て

        

何な
に

が
悪わ

る

い
ん
で
す
か
？
」

『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
　
１
９
３
１
　
海う

み

の
向む

こ
う
の
甲こ

う

子し

園え
ん

』
ポ
ス

タ
ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル

　

戦せ
ん

前ぜ
ん

の
台た

い

湾わ
ん

で
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

、
漢か

ん

人じ
ん

、
高た

か

砂さ
ご

族ぞ
く

の
混こ

ん

成せ
い

チ
ー
ム
が

　

甲こ
う

子し

園え
ん

を
目め

指ざ

し
た
。

７
．「
八は

っ

田た

與よ

一い
ち

は
お
れ
た
ち
の

          

お
や
じ
の
よ
う
な
も
の
だ
」

「
勝か

ち
た
か
っ
た
・
・
・
。
一い

ち

度ど

で
も
勝か

っ
て
み
た
か
っ
た
・
・
・
」

と
言い

う
と
、
チ
ー
ム
の
皆み

な

も
共と

も

に
涙な

み
だ
を
流な

が

し
た
。
投と

う

手し
ゅ

の
斉さ

い

藤と
う

も
「
俺お

れ

た
ち
の
夢ゆ

め

は
お
前ま

え

た
ち
に
託た

く

し
た
！　

絶ぜ
っ

対た
い

に
甲こ

う

子し

園え
ん

に
行い

っ
て
く
れ
！
」
と
叫さ

け

ん
だ
。

　
こ
こ
か
ら
嘉か

農の
う

が
台た

い

湾わ
ん

全ぜ
ん

島と
う

で
の
大た

い

会か
い

に
優ゆ

う

勝し
ょ
うし
、
さ
ら

に
甲こ

う

子し

園え
ん

で
大だ

い

活か
つ

躍や
く

を
す
る
様さ

ま

は
原げ

ん

作さ
く

を
見み

て
い
た
だ
こ
う
。

た
だ
こ
こ
で
は
、
嘉か

農の
う

の
活か

つ

躍や
く

を
甲こ

う

子し

園え
ん

で
見み

た
小

し
ょ
う

説せ
つ

家か

・

菊き
く

池ち

寛か
ん

が
朝あ

さ

日ひ

新し
ん

聞ぶ
ん

に
寄よ

せ
た
「
涙な

み
だ
ぐ
ま
し
い
・
・
・
三さ

ん

民み
ん

族ぞ
く

の
協

き
ょ
う

調ち
ょ
う」
と
題だ

い

し
た
印い

ん

象し
ょ
う

記き

を
引い

ん

用よ
う

し
て
お
き
た
い
。

　
僕ぼ

く

は
嘉か

義ぎ

農の
う

林り
ん

が
神か

奈な

川が
わ

商し
ょ
う

工こ
う

と
戦た

た
かつ
た
時と

き

か
ら
嘉か

義ぎ

び

い
き
に
な
つ
た
。
内な

い

地ち

人じ
ん

、
本ほ

ん

島と
う

人じ
ん

、
高た

か

砂さ
ご

族ぞ
く

と
い
ふ
変か

わ

つ
た

人じ
ん

種し
ゅ

が
同お

な

じ
目も

く

的て
き

の
た
め
共

き
ょ
う

同ど
う

し
努ど

力り
ょ
くし
て
を
る
と
い
ふ
事こ

と

が
何な

ん

と
な
く
涙な

み
だ
ぐ
ま
し
い
感か

ん

じ
を
起お

こ

さ
せ
る
。
実じ

っ

際さ
い

甲こ
う

子し

園え
ん

に
来き

て
み
る
と
フ
ァ
ン
の
大だ

い

部ぶ

分ぶ
ん

は
嘉か

義ぎ

び
い
き
だ
。
優ゆ

う

勝
し
ょ
う

旗き

が
中

ち
ゅ
う

京き
ょ
うに
授じ

ゅ

与よ

さ
れ
た
時と

き

と
同お

な

じ
位ぐ

ら
いの
拍は

く

手し
ゅ

が
嘉か

義ぎ

に
賞

し
ょ
う

品ひ
ん

が
授じ

ゅ

与よ

さ
れ
る
時と

き

に
起お

こ
っ
た
の
で
も
わ
か
る
。［
２
，　
ｐ

４
７
３
］

　

当と
う

時じ

の
甲こ

う

子し

園え
ん

の
観か

ん

客き
ゃ
くも
「
変か

わ

つ
た
人じ

ん

種し
ゅ

が
同お

な

じ
目も

く

的て
き

の

た
め
共

き
ょ
う

同ど
う

し
努ど

力り
ょ
くし
て
を
る
」
と
い
う
美う

つ
く
し
い
姿す

が
た
を
感か

ん

じ
と
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

物も
の

語が
た
りで
は
八は

っ

田た

與よ

一い
ち
も
登と

う

場じ
ょ
うす
る
。
嘉か

農の
う

の
選せ

ん

手し
ゅ

の
一ひ

と

人り

、

小こ

里ざ
と

の
父ち

ち

は
八は

っ

田た

の
も
と
で
、
嘉か

南な
ん

平へ
い

野や

の
灌か

ん

漑が
い

工こ
う

事じ

に
従

じ
ゅ
う

事じ

し
て
い
た
。
嘉か

農の
う

の
あ
る
嘉か

南な
ん

平へ
い

野や

は
降こ

う

雨う

量り
ょ
うは
多お

お

か
っ
た

が
、
急

き
ゅ
う

峻し
ゅ
んな
傾け

い

斜し
ゃ

の
た
め
、
雨う

期き

は
河か

わ

が
氾は

ん

濫ら
ん

し
、
乾か

ん

期き

は

川か
わ

底ぞ
こ

ま
で
干ひ

上あ

が
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
に
東と

う

洋よ
う

一い
ちの
ダ
ム
を
造つ

く

り
、
さ
ら
に
嘉か

南な
ん

平へ
い

野や

全ぜ
ん

体た
い

に
水す

い

路ろ

を
細こ

ま

か
く
張は

り
巡め

ぐ

ら
せ

る
、
と
い
う
大だ

い

規き

模ぼ

な
工こ

う

事じ

だ
っ
た
。

　

現げ
ん

在ざ
い

は
ダ
ム
の
北ほ

く

岸が
ん

に
地じ

元も
と

民み
ん

の
建た

て
た
八は

っ

田た

の
墓は

か

と
銅ど

う

像ぞ
う

が
あ
る
。
李り

登と
う

輝き

元も
と

総そ
う

統と
う

が
「
台た

い

湾わ
ん

南な
ん

部ぶ

の
嘉か

義ぎ

か
ら
台た

い

南な
ん

ま
で
広ひ

ろ

が
る
嘉か

南な
ん

平へ
い

野や

に
す
ば
ら
し
い
ダ
ム
と
大だ

い

小し
ょ
うさ
ま

ざ
ま
な
給

き
ゅ
う

水す
い

路ろ

を
造つ

く

り
、
１
５
万ま

ん

ヘ
ク
タ
ー
ル
近ち

か

く
の
土と

地ち

を

肥ひ

沃よ
く

に
し
、
１
０
０
万ま

ん

人に
ん

ほ
ど
の
農の

う

家か

の
暮く

ら
し
を
豊ゆ

た

か
に

し
た
ひ
と
で
す
」
と
称

し
ょ
う

賛さ
ん

し
た
よ
う
に
、
地じ

元も
と

民み
ん

の
感か

ん

謝し
ゃ

と

尊そ
ん

敬け
い

を
集あ

つ

め
て
い
る
。［
ｃ
］

　

小こ

里ざ
と

は
実じ

っ

習し
ゅ
うで
、
建け

ん

設せ
つ

中ち
ゅ
うの
用よ

う

水す
い

路ろ

を
見け

ん

学が
く

し
た
。
先せ

ん

生せ
い

が
「
足あ

し

下も
と

の
灌か

ん

漑が
い

用よ
う

水す
い

路ろ

は
蜘く

蛛も

の
巣す

の
よ
う
に
張は

り
巡め

ぐ

ら

さ
れ
て
い
て
、
全ぜ

ん

部ぶ

合あ

わ
せ
る
と
地ち

球き
ゅ
う

半は
ん

周し
ゅ
う

分ぶ
ん

に
な
る
ん
だ

ぞ
！
」と
説せ

つ

明め
い

し
た
。
小こ

里ざ
と

は「
こ
の
用よ

う

水す
い

路ろ

が
完か

ん

成せ
い

し
た
ら
、

み
ん
な
水み

ず

の
こ
と
で
悩な

や

ま
な
く
て
済す

む
ん
だ
な
」
と
つ
ぶ
や
い

た
。

　

そ
こ
に
ト
ラ
ッ
ク
で
現あ

ら
わ
れ
た
の
が
八は

っ

田た

與よ

一い
ち
だ
っ
た
。「
八は

っ

田た

先せ
ん

生せ
い

！
」
と
小こ

里ざ
と

は
駆か

け
寄よ

る
。「
お
お
！　

君き
み

は
・
・
・
」

と
声こ

え

を
か
け
る
八は

っ

田た

に
、「
僕ぼ

く

は
小こ

里ざ
と

の
息む

す

子こ

で
す
。
用よ

う

水す
い

路ろ

建け
ん

設せ
つ

し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
」
と
言い

う
。「
も
う
ち
ょ
っ
と
待ま

っ
て
い

て
く
れ
。
必か

な
ら
ず
完か

ん

成せ
い

さ
せ
る
か
ら
な
！　

期き

待た
い

し
て
く
れ
！
」
と
八は

っ

田た

は
言い

っ
た
。

　
「
君き

み

達た
ち

も
立り

っ

派ぱ

な
目も

く

標ひ
ょ
うが
あ
る
そ
う
じ
ゃ

な
い
か
」
と
い
う
八は

っ

田た

に
「
は
い
！　

甲こ
う

子し

園え
ん

で
す
」。「
野や

球き
ゅ
うと
は
い
い
な
。
頑が

ん

張ば

れ
よ
」

と
励は

げ

ま
す
と
、
小こ

里ざ
と

は
「
は
い
！
」
と
元げ

ん

気き

よ
く
答こ

た

え
た
。

　

こ
の
１
０
年ね

ん

を
か
け
た
大だ

い

工こ
う

事じ

も
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
台た

い

湾わ
ん

人じ
ん

が
力ち

か
らを
合あ

わ
せ
て
取と

り
組く

ん

で
い
た
。
ト
ン
ネ
ル
水す

い

路ろ

を
掘ほ

っ
て
い
る
際さ

い

に
、
石せ

き

油ゆ

が
噴ふ

き

出だ

し
、
爆ば

く

発は
つ

し
て
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

、
台た

い

湾わ
ん

人じ
ん

、
合あ

わ
せ
て
５
０
余よ

名め
い

の
死し

者し
ゃ

が
出で

た
事じ

故こ

が
あ
っ
た
。
遺い

族ぞ
く

の
家い

え

を
一い

っ

軒け
ん

、
一い

っ

軒け
ん

、
弔

ち
ょ
う

問も
ん

に
訪お

と
ず
れ
る
八は

っ

田た

の
「
仲な

か

間ま

を
失

う
し
な
っ
た
」
と
い
う
悲か

な

し
み
が
遺い

族ぞ
く

の
胸む

ね

を

打う

っ
た
。

　
工こ

う

事じ

が
続つ

づ

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
危あ

や

ぶ
ま
れ

た
が
、
現げ

ん

地ち

の
人ひ

と

々び
と

は
「
八は

っ

田た

與よ

一い
ち
は
お
れ

た
ち
の
お
や
じ
の
よ
う
な
も
の
だ
。
お
れ
た

ち
の
た
め
に
、
台た

い

湾わ
ん

の
た
め
に
、
命い

の
ち
が
け
で

働は
た
らい
て
い
る
お
や
じ
が
い
る
ん
だ
。
お
れ
た

は
な
か
っ
た
ん
で
す
か
？
」
と
聞き

い
た
ら
、「
全ま

っ
た
く
あ
り
ま
せ

ん
」。
と
に
か
く
ホ
ー
ム
ラ
ン
打う

っ
て
、
点て

ん

を
取と

っ
た
ら
英え

い

雄ゆ
う

、

た
だ
そ
れ
だ
け
だ
と
答こ

た

え
た
。

　

魏
ウ
ェ
イ

徳ダ
ー

聖シ
エ
ン

氏し

は
、
自じ

身し
ん

の
作さ

く

品ひ
ん

に
つ
い
て
こ
う
語か

た
っ
て
い
る
。

　

多お
お

く
の
日に

本ほ
ん

の
人ひ

と

は
台た

い

湾わ
ん

の
こ
と
よ
く
知し

ら
な
い
で
し
ょ

う
。
も
し
か
し
た
ら
台た

い

湾わ
ん

は
遅お

く

れ
た
と
こ
ろ
だ
と
思お

も
っ
て
い
る

人ひ
と

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
こ
の
映え

い

画が

を
観み

れ
ば
、
実じ

つ

は
台た

い

湾わ
ん

と
日に

本ほ
ん

は
す
ご
く
近ち

か

い
ん
だ
、
遠と

お

く
隔へ

だ

た
っ
た
存そ

ん

在ざ
い

で

は
な
い
ん
だ
、
と
い
う
発は

っ

見け
ん

が
あ
る
と
思お

も

い
ま
す
。

　
・
・
・
私わ

た
し
た
ち
に
は
か
つ
て
共と

も

に
築き

ず

き
上あ

げ
た
濃の

う

厚こ
う

な
歴れ

き

史し

が
あ
る
。
こ
の
作さ

く

品ひ
ん

は
ま
さ
に
そ
れ
を
は
っ
き
り
と
物も

の

語が
た
っ

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
こ
の
作さ

く

品ひ
ん

か
ら
、
台た

い

湾わ
ん

だ
け
で
な
く

日に

本ほ
ん

の
皆み

な

さ
ん
に
も
、
私わ

た
し
た
ち
両

り
ょ
う

国こ
く

に
は
か
つ
て
、
同お

な

じ
栄え

い

光こ
う

に
向む

か
っ
て
共と

も

に
努ど

力り
ょ
くし
奮ふ

ん

闘と
う

し
た
美う

つ
く
し
い
物も

の

語が
た
りが
あ
っ
た

の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
知し

っ
て
欲ほ

し
い
で
す
ね
。［
２
，　
ｐ

４
０
７
］

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

８
．「
私わ

た
した
ち
両り

ょ
う国　
こ
くに
は
か
つ
て
、

          

同お
な

じ
栄え

い

光こ
う

に
向む

か
っ
て
共と

も

に

          

努ど

力り
ょ
くし
奮ふ

ん

闘と
う

し
た

          

美う
つ
くし
い
物も

の

語
　
が
た
りが
あ
っ
た
」

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
Ｍ
Ａ
Ｇ
２
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
、

「
台た

い

湾わ
ん

地じ

震し
ん

で
改あ

ら
た

め
て
浮う

き

彫ぼ

り
に
な
っ
た
「
日に

っ

台た
い

の
絆き

ず
な
」

に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が
歯は

ぎ
し
り
」

（
２
）
魏

ウ
ェ
イ

徳ダ
ー

聖シ
エ
ン（
著ち

ょ

），
陳ち

ん

嘉か

蔚う
つ

（
著ち

ょ

），
陳ち

ん

小し
ょ
う

雅が

（
イ
ラ

ス
ト
），
そ
の
他ほ

か

『
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ｏ　

１
９
３
１
海う

み

の
向む

こ
う

の
甲こ

う

子し

園え
ん

』、
平へ

い

成せ
い

２
６
年ね

ん

５
．「
い
っ
た
い
、ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
？
」

ち
だ
っ
て
へ
こ
た
れ
る
も
の
か
」
と
逆ぎ

ゃ
くに
八は

っ

田た

を
励は

げ

ま
し
た
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
近こ

ん

藤ど
う

監か
ん

督と
く

は
野や

球き
ゅ
う

部ぶ

の
経け

い

費ひ

の
不ふ

足そ
く

分ぶ
ん

を
自じ

費ひ

で

賄ま
か
な
っ
て
い
た
。
妻つ

ま

が
思お

も

い
あ
ま
っ
て
「
こ
れ
は
う
ち
の
子こ

た
ち

の
生せ

い

活か
つ

費ひ

よ
！
」
と
訴う

っ
た
え
た
時と

き

に
、
近こ

ん

藤ど
う

監か
ん

督と
く

は
「
嘉か

農の
う

の

あ
い
つ
ら
も
わ
し
の
こ
ど
も
じ
ゃ
あ
！
」
と
答こ

た

え
た
。

　

漢か
ん

人じ
ん

や
蕃ば

ん

人じ
ん

を
差さ

別べ
つ

す
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

も
い
た
が
、
八は

っ

田た

與よ

一い
ち

や
近こ

ん

藤ど
う

兵ひ
ょ
う

太た

郎ろ
う

の
よ
う
に
、
皇こ

う

室し
つ

の
「
一い

っ

視し

同ど
う

仁じ
ん

」（
す
べ
て

の
人ひ

と

に
平

び
ょ
う

等ど
う

に
仁じ

ん

を
施ほ

ど
こ
す
）
の
理り

想そ
う

そ
の
ま
ま
に
、
台た

い

湾わ
ん

人じ
ん

を
同ど

う

胞ほ
う

と
し
て
心こ

こ
ろ
を
通か

よ

わ
せ
、
力ち

か
ら
を
合あ

わ
せ
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

も
少す

く

な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
一い

っ

体た
い

感か
ん

か
ら
東と

う

洋よ
う

一い
ち
の
ダ
ム
建け

ん

設せ
つ

や
、

嘉か

農の
う

の
大だ

い

躍や
く

進し
ん

と
い
う
奇き

跡せ
き

が
生う

ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

映え
い

画が

『
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
』
は
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

時じ

代だ
い

を
讃た

た

え
て
い
る
、
と

批ひ

判は
ん

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
映え

い

画が

の
監か

ん

督と
く・馬マ
ー

志ジ
ー

翔シ
ア
ン

氏し

は
「
こ

れ
は
台た

い

湾わ
ん

で
実じ

っ

際さ
い

に
あ
っ
た
話は

な
し
で
、
そ
れ
が
日に

本ほ
ん

統と
う

治ち

時じ

代だ
い

だ
っ
た
ま
で
で
す
」
と
反は

ん

論ろ
ん

し
て
い
る
。
脚

き
ゃ
く

本ほ
ん

を
書か

い
た
魏ぎ

徳と
く

聖せ
い

氏し

も
「
別べ

つ

に
日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
美び

化か

し
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
た

だ
悪あ

く

玉だ
ま

に
し
て
い
な
い
だ
け
だ
」
と
語か

た
っ
て
い
る
。

　

逆ぎ
ゃ
くに
言い

え
ば
、
日に

本ほ
ん

統と
う

治ち

時じ

代だ
い

に
関か

ん

し
て
は
実じ

つ

話わ

で
も
良よ

い
話は

な
し
は
語か

た

っ
て
は
な
ら
な
い
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
悪あ

く

玉だ
ま

に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
い
う
人ひ

と

々び
と

が
こ
の
映え

い

画が

を
批ひ

判は
ん

し
て
い
る
よ
う

だ
。

　

魏
ウ
ェ
イ

徳ダ
ー

聖シ
エ
ン

氏し

は
脚

き
ゃ
く

本ほ
ん

を
執し

っ

筆ぴ
つ

中ち
ゅ
うに
、
当と

う

時じ

の
嘉か

農の
う

野や

球き
ゅ
う

部ぶ

チ
ー
ム
の
主し

ゅ

砲ほ
う

だ
っ
た
蘇そ

正し
ょ
う

生せ
い

に
直

ち
ょ
く

接せ
つ

取し
ゅ

材ざ
い

し
て
「
あ
の
時じ

代だ
い

に
３
つ
の
民み

ん

族ぞ
く

が
プ
レ
ー
し
て
い
て
、
本ほ

ん

当と
う

に
差さ

別べ
つ

や
問も

ん

題だ
い
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２
０
０
４
年ね

ん

に
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

。「
剣け

ん

術じ
ゅ
つの
技ぎ

術じ
ゅ
つ

書し
ょ

で
は
な
い
。
い

か
に
生い

き
る
か
に
つ
い
て
書か

い
た
」
と
し
て
お
り
、
二に

天て
ん

と
関か

か

わ
り
を
持も

た
な
い
一い

っ

般ぱ
ん

読ど
く

者し
ゃ

か
ら
も
反は

ん

響き
ょ
う
が
あ
っ
た

と
い
う
。
１
０
年ね

ん

に
、
よ
り

一い
っ

般ぱ
ん

向む

け
に
加か

筆ひ
つ

し
、
１
６

年ね
ん

に
は
さ
ら
に
増ぞ

う

補ほ

改か
い

定て
い

し

上じ
ょ
う

下げ

巻か
ん

で
刊か

ん

行こ
う

し
た
。
二に

天て
ん

　

静し
ず

岡お
か

県け
ん

焼や
い

津づ

市し

で
２
０
０
６
年ね

ん

１
２
月が

つ

、
交こ

う

際さ
い

相あ
い

手て

の
伯は

く

人じ
ん

女じ
ょ

性せ
い

と
そ
の
子こ

供ど
も

２
人り

を
絞こ

う

殺さ
つ

し
て
帰き

伯は
く

逃と
う

亡ぼ
う

し
、
日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

の
国こ

く

外が
い

犯は
ん

処し
ょ

罰ば
つ

要よ
う

請せ
い

に
基も

と

づ
き
当と

う

地ち

で
起き

訴そ

さ
れ
た
被ひ

告こ
く

人に
ん

エ
ジ
ル
ソ
ン
・
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
・
ネ
ー
ヴ
ェ
ス
へ
の
二に

審し
ん

判は
ん

決け
つ

が
４
月が

つ

１
６
日に

ち

に
下く

だ

さ
れ
、
５
４
年ね

ん

９
カ
月げ

つ

の
禁き

ん

錮こ

刑け
い

に
減げ

ん

刑け
い

さ
れ
た
。

に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
に
計け

い

３
万ま

ん

２
千せ

ん

部ぶ

を
売う

り

上あ

げ
、
今こ

年と
し

は
英え

い

語ご

・
ス
ペ
イ
ン
語ご

版ば
ん

も
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　

◎

　

先せ
ん

週し
ゅ
う

開か
い

店て
ん

し
た
ば
か
り

の
カ
フ
ェ
「
喜き

怒ど

哀あ
い

楽ら
く

」
は
、

「
忙い

そ
が

し
い
日に

ち

常じ
ょ
う

に
、
落お

ち
着つ

い
た
一ひ

と

時と
き

を
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
し
て
い
る
。
店て

ん

員い
ん

は
ほ
と

項こ
う

に
基も

と

づ
き
、
３
人に

ん

の
殺さ

つ

害が
い

行こ
う

為い

を
連れ

ん

続ぞ
く

す
る
一ひ

と
つ
の
犯は

ん

罪ざ
い

行こ
う

為い

と
み
な
し
、
各お

の

々お
の

の

刑け
い

罰ば
つ

の
う
ち
最も

っ
と
も
重お

も

い
刑け

い

罰ば
つ

が
適て

き

用よ
う

さ
れ
（
今こ

ん

回か
い

の
場ば

合あ
い

は
、
当と

う

時じ

未み

成せ
い

年ね
ん

だ
っ
た
ヒ
ロ

ユ
キ
く
ん
殺さ

つ

害が
い

の
罪つ

み

に
対た

い

す

る
１
８
年ね

ん

８
カ
月げ

つ

の
禁き

ん

錮こ

）、

そ
れ
を
、
有ゆ

う

責せ
き

性せ
い

や
前ぜ

ん

歴れ
き

、

被ひ

告こ
く

人に
ん

の
社し

ゃ

会か
い

的て
き

言げ
ん

動ど
う

や

人じ
ん

格か
く

、
犯は

ん

行こ
う

動ど
う

機き

や
状

じ
ょ
う

況
き
ょ
う

を
考こ

う

慮り
ょ

し
、
３
倍ば

い

ま
で
加か

重
じ
ゅ
う

で
き
る
と
い
う
規き

則そ
く

が
適て

き

用よ
う

さ
れ
た
。
判は

ん

決け
つ

文ぶ
ん

で
は
、
そ

の
規き

則そ
く

が
引い

ん

用よ
う

さ
れ
た
上う

え

で
、

「
５
４
年ね

ん

９
カ
月げ

つ

の
刑け

い

が
相そ

う

当と
う

」
と
さ
れ
た
。

　

ネ
ー
ヴ
ェ
ス
は
３
人に

ん

を
殺さ

つ

害が
い

し
た
翌よ

く

日じ
つ

に
日に

本ほ
ん

を
出

し
ゅ
っ

国こ
く

し
、
２
０
１
３
年ね

ん

８
月が

つ

に
当と

う

地ち

で
逮た

い

捕ほ

さ
れ
た
。
検け

ん

察さ
つ

側が
わ

は
犯は

ん

行こ
う

の
理り

由ゆ
う

を
、
交こ

う

際さ
い

し

て
い
た
ソ
ニ
ア
さ
ん
と
の
間あ

い
だの

別わ
か

れ
話ば

な
し
の
も
つ
れ
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし

た
が
、
２
０
１
６
年ね

ん

の
陪ば

い

審し
ん

員い
ん

裁さ
い

判ば
ん

で
被ひ

告こ
く

人に
ん

は
「
金か

ね

を

貸か

し
て
い
た
暴ぼ

う

力り
ょ
く

団だ
ん

員い
ん

に
脅お

ど

さ
れ
て
、
仕し

方か
た

な
く
殺こ

ろ

し
た
。

正せ
い

当と
う

防ぼ
う

衛え
い

だ
っ
た
」
な
ど
と

供き
ょ
う

述じ
ゅ
つし
て
い
た
。

　

弁べ
ん

護ご

士し

の
ル
イ
ス
・
ア
ウ

グ
ス
ト
・
プ
ラ
ド
・
バ
ヘ
ト

さ
ん
（
６
１
）
は
、
４
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うサ
ッ
カ
ー
を
趣し

ゅ

味み

と
し

て
い
た
が
、
７
年ね

ん

前ま
え

に
膝ひ

ざ

を

悪わ
る

く
し
て
続つ

づ

け
る
の
を
断だ

ん

念ね
ん

。
そ
の
後ご

は
ジ
ョ
ギ
ン
グ

を
し
た
が
、
そ
れ
で
は
物も

の

足た

り
な
く
な
り
、
新あ

た
ら

し
い
趣し

ゅ

味み

を
探さ

が

し
て
い
た
と
き
に
二に

天て
ん

を
見み

つ
け
た
。

　

バ
ヘ
ト
さ
ん
は
主お

も

に
居い

合あ
い

術じ
ゅ
つ

に
取と

り
組く

ん
で
い
る
。

「
居い

合あ
い

術じ
ゅ
つ

は
形か

た

の
練れ

ん

習し
ゅ
う

だ
け

で
、
膝ひ

ざ

に
無む

理り

せ
ず
稽け

い

古こ

で

き
る
。
自じ

分ぶ
ん

以い

外が
い

に
も
年ね

ん

配ぱ
い

の
生せ

い

徒と

は
い
る
よ
。
正せ

い

座ざ

は
辛つ

ら

い
け
ど
少す

こ

し
の
間あ

い
だ

な
ら
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

」
と
笑え

顔が
お

で
話は

な

し
た
。

　

仕し

事ご
と

で
は
企き

業ぎ
ょ
うの
訴そ

訟し
ょ
う

案あ
ん

件け
ん

を
担た

ん

当と
う

し
、「
日ひ

び々

、
も

の
す
ご
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

感か
ん

じ
る
」
と
言い

う
。「
仕し

事ご
と

で
心こ

こ
ろ

が
乱み

だ

れ
て
も
、
稽け

い

古こ

に

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
うす
る
と
落お

ち
着つ

き
を
取と

り
戻も

ど

す
。
忙い

そ
が

し
く
て
時じ

間か
ん

が

な
い
と
き
で
も
稽け

い

古こ

場ば

に
行い

く
。
た
だ
座す

わ

っ
て
精せ

い

神し
ん

を
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うさ
せ
る
ん
だ
」
と
話は

な

す
。

　

岸き
し

川か
わ

さ
ん
は
二に

天て
ん

を
「
道ど

う

場じ
ょ
うで
は
な
く
、
サ
ム
ラ
イ
の

寺て
ら

。
禅ぜ

ん

修し
ゅ

行ぎ
ょ
うを
し
て
精せ

い

神し
ん

を

高た
か

め
る
の
と
似に

て
い
る
」
と

言い

い
表あ

ら
わ

す
。「
技ぎ

術じ
ゅ
つ
の
向こ

う

上
じ
ょ
う

だ
け
を
目も

く

的て
き

に
し
た
り
、
た

だ
単た

ん

に
サ
ム
ラ
イ
に
憧あ

こ
が

れ
て

い
る
人ひ

と

に
は
向む

い
て
い
な

い
。
そ
う
い
う
人ひ

と

が
通か

よ

お
う

と
し
て
も
断こ

と
わ

り
ま
す
」
と
言い

う
。

　

岸き
し

川か
わ

さ
ん
は
毎ま

い

回か
い

の
稽け

い

古こ

後ご

に
１
５
分ふ

ん

ほ
ど
の
講こ

う

話わ

を

行お
こ
な

う
。「
人じ

ん

生せ
い

は
戦せ

ん

争そ
う

。
戦

た
た
か

い
抜ぬ

い
て
幸し

あ
わ

せ
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
の
思お

も

い
か
ら
、
創そ

う

立り
つ

時じ

か
ら
今い

ま

に
至い

た

る
ま
で
続つ

づ

け
ら
れ
て
い
る
。

　

講こ
う

話わ

の
ひ
と
つ
に
、
入

に
ゅ
う

学が
く

　

文ぶ
ん

協き
ょ
う

ビ
ル
内な

い

に
１
１
日に

ち

、

喫き
っ

茶さ

店て
ん

「
カ
フ
ェ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｏ

Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
」(R

u
a 

Sao Jo
aq

u
im

, 3
8

1
)

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
文ぶ

ん

協き
ょ
うロ

店
てん

内
ない

の様
よう

子
す

（提
てい

供
きょう

＝ Luci Judice）

ビ
ー
に
続つ

づ

く
階か

い

段だ
ん

の
横よ

こ

に
入い

り

口ぐ
ち

が
あ
る
。
吊つ

り
照

し
ょ
う

明め
い

の
柔や

わ

ら
か
い
光ひ

か
り

で
照て

ら
さ
れ
た
店て

ん

内な
い

は
隠か

く

れ
家が

的て
き

な
雰ふ

ん

囲い

気き

が

漂た
だ
よい
、
壁か

べ

に
は
ア
イ
ヌ
民み

ん

族ぞ
く

の
木き

の
レ
リ
ー
フ
が
飾か

ざ

ら
れ
て
い

る
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
軽け

い

食し
ょ
く（
７
レ

程て
い

度ど

）、
カ
フ
ェ
や
抹ま

っ

茶ち
ゃ

ラ
テ

な
ど
の
飲の

み
物も

の

（
５
～
１
５

レ
）
の
ほ
か
、
喜き

怒ど

哀あ
い

楽ら
く

本ほ
ん

店て
ん

で
仕し

込こ

ま
れ
た
「
ポ
ケ
丼ど

ん

」

（
３
８
レ
）、
親お

や

子こ

丼ど
ん

（
３
５

レ
）
な
ど
も
用よ

う

意い

さ
れ
て
い

る
。「
ポ
ケ
丼ど

ん

」
は
ハ
ワ
イ
の

名め
い

物ぶ
つ

料り
ょ
う

理り

ポ
ケ
ボ
ウ
ル
を
喜き

怒ど

哀あ
い

楽ら
く

風ふ
う

に
ア
レ
ン
ジ
し
た

も
の
だ
。

　

ま
た
、
お
に
ぎ
り
（
８
レ
、

み
そ
し
る
別べ

っ

途と

注ち
ゅ
う

文も
ん

）
や
ピ

ザ
ト
ー
ス
ト
（
１
０
レ
）
な

　

九
き
ゅ
う

州し
ゅ
う、
沖お

き

縄な
わ

の
８
県け

ん

に

よ
る
『
第だ

い

１
６
回か

い

九き
ゅ
う

州し
ゅ
う

ブ

ロ
ッ
ク
運う

ん

動ど
う

会か
い

』
が
２
２
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か
ら
、
聖せ

い

市し

の
軍ぐ

ん

事じ

基き

地ち

（R
u

a M
an

oel 
d

a N
o

b
reg

a, 1
0

1
5

, 
P

araiso

）
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。

雨う

天て
ん

決け
っ

行こ
う

、
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。

　

赤あ
か

ん
坊ぼ

う

連づ

れ
か
ら
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

ま
で
が
楽た

の

し
め
る
よ
う
、
綱つ

な

引ひ

き
や
玉た

ま

入い

れ
、
リ
レ
ー
な

ど
が
行お

こ

な
わ
れ
る
。

　

今こ

年と
し

の
主し

ゅ

催さ
い

は
熊く

ま

本も
と

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
青せ

い

年ね
ん

部ぶ

。
参さ

ん

加か

者し
ゃ

が
楽た

の

し
め
る
よ
う
な
新あ

た
ら

し
い
企き

画か
く

ん
ど
が
家か

族ぞ
く

、
そ
し
て
日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

の
演え

ん

者じ
ゃ

で
も
あ
る
。
練れ

ん

習し
ゅ
うの
合あ

い

間ま

を
縫ぬ

っ
て
店み

せ

の
手て

伝つ
だ

い
に
励は

げ

ん
で
い
る
よ
う
だ
。

し
か
し
忙い

そ
が

し
い
か
ら
と
い
っ
て

仕し

事ご
と

を
疎お

ろ
そ

か
に
は
せ
ず
、
閉へ

い

店て
ん

後ご

に
は
２
～
３
時じ

間か
ん

も
、

そ
の
日ひ

の
仕し

事ご
と

の
反は

ん

省せ
い

や
今こ

ん

後ご

に
つ
い
て
の
話は

な

し
合あ

い
を
し

て
い
る
。
佐さ

藤と
う

浩ひ
ろ

香か

店て
ん

長ち
ょ
うに

よ
る
と
、「
私わ

た
し

が
会か

い

議ぎ

を
し
よ

う
と
言い

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

自じ

分ぶ
ん

達た
ち

で
始は

じ

め
る
。
踊お

ど

り
の

練れ
ん

習し
ゅ
う

後ご

も
反は

ん

省せ
い

会か
い

を
開ひ

ら

い
た

り
す
る
が
、
そ
の
経け

い

験け
ん

を
活い

か
し
た
も
の
だ
と
思お

も

う
」
と

の
こ
と
。
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

で

日に

本ほ
ん

の
味あ

じ

を
提て

い

供き
ょ
うし
続つ

づ

け
て

き
た
「
喜き

怒ど

哀あ
い

楽ら
く

」
が
、
新あ

ら

た
な
一い

っ

歩ぽ

を
踏ふ

み
出だ

し
た
！

文ぶ
ん

に
よ
れ
ば
、
陪ば

い

審し
ん

員い
ん

裁さ
い

判ば
ん

の
場ば

で
被ひ

告こ
く

人に
ん

が
手て

錠じ
ょ
うを
さ

れ
、
手て

の
自じ

由ゆ
う

を
奪う

ば

わ
れ
て

い
た
、
被ひ

告こ
く

人に
ん

の
黙も

く

秘ひ

に
関か

ん

す
る
検け

ん

察さ
つ

側が
わ

の
言げ

ん

及き
ゅ
うが
あ
っ

た
と
し
て
判は

ん

決け
つ

の
無む

効こ
う

を
求も

と

め
、
被ひ

告こ
く

人に
ん

が
自じ

白は
く

し
て
い

る
こ
と
に
基も

と

づ
く
減げ

ん

刑け
い

を
求も

と

め
て
い
た
。

　

し
か
し
、
二に

審し
ん

判は
ん

決け
つ

で

は
そ
れ
ら
が
全ぜ

ん

面め
ん

的て
き

に
退し

り
ぞ
け

ら
れ
、
三さ

ん

人に
ん

の
高こ

う

裁さ
い

判は
ん

事じ

は
「
被ひ

告こ
く

人に
ん

は
無む

慈じ

悲ひ

で
冷れ

い

酷こ
く

に
、
残ざ

ん

忍に
ん

な
手し

ゅ

段だ
ん

で
被ひ

害が
い

者し
ゃ

３
人に

ん

に
多た

大だ
い

な
身し

ん

体た
い

的て
き

苦く

痛つ
う

を
味あ

じ

わ
わ
せ
た
。
日に

本ほ
ん

で

の
滞た

い

在ざ
い

時じ

は
違い

法ほ
う

の
高こ

う

利り

貸が

し
業ぎ

ょ
う
を
営い

と
な
む
な
ど
、
そ
の
言げ

ん

動ど
う

は
社し

ゃ

会か
い

的て
き

に
非ひ

難な
ん

に
値あ

た
い
す

る
」
と
被ひ

告こ
く

人に
ん

を
厳き

び

し
く
糾

き
ゅ
う

弾だ
ん

し
、
改あ

ら
た
め
て
事じ

実じ
つ

を
認に

ん

定て
い

し
た
。

　

た
だ
し
、
刑け

い

罰ば
つ

の
適て

き

用よ
う

に

関か
ん

し
て
は
一い

っ

審し
ん

の
裁さ

い

判ば
ん

官か
ん

と

異こ
と

な
る
理り

解か
い

を
し
た
。
二に

審し
ん

で
は
、
刑け

い

法ほ
う

第だ
い

７
１
条

じ
ょ
う

補ほ

聖せ
い

州し
ゅ
う

高こ
う

等と
う

裁さ
い

の
二に

審し
ん

判は
ん

決け
つ

で

焼や
い

津づ

市し

母ぼ

子し

３
人に

ん

殺さ
つ

害が
い

事じ

件け
ん

試し

験け
ん

に
つ
い
て
話は

な

し
た
も
の

が
あ
る
。「
入

に
ゅ
う

学が
く

試し

験け
ん

は
現げ

ん

代だ
い

の
若わ

か

い
サ
ム
ラ
イ
に
と
っ

て
大お

お

き
な
試し

練れ
ん

の
ひ
と
つ
。

す
な
わ
ち
青せ

い

年ね
ん

期き

の
関せ

き

ヶが

原は
ら

の
戦た

た
か

い
で
あ
り
、
多お

お

く
が
敗や

ぶ

れ
去さ

り
、
試し

験け
ん

に
通つ

う

過か

し
た

人ひ
と

だ
け
が
生い

き
残の

こ

る
。
も
し

受う

か
り
た
か
っ
た
ら
、
ガ
ー

ル
フ
レ
ン
ド
と
の
デ
ー
ト
を

や
め
て
１
年ね

ん

後ご

に
帰か

え

っ
て
く

る
と
伝つ

た

え
る
べ
し
」。

　

他ほ
か

に
も
「
感か

ん

傷し
ょ
うに
浸ひ

た

る
時じ

間か
ん

は
な
い
」「
初は

じ

め
に
立た

て

１
１
日に

ち

に
オ
ー
プ
ン
、
家か

族ぞ
く

で
切き

り
盛も

り

カ
フ
ェ
喜き

怒ど

哀あ
い

楽ら
く

こ
だ
わ
り
ス
ー
プ
を
味あ

じ

わ
お
う
！

日に
ち

曜よ
う

、
喜き

多た

方か
た

ラ
ー
メ
ン
祭ま

つ

り

た
目も

く

標ひ
ょ
うは
忘わ

す

れ
て
は
い
け
な

い
」「
先せ

ん

生せ
い

が
来く

る
ま
で
食た

べ
て
は
い
け
な
い
」
な
ど
、

サ
ム
ラ
イ
の
教お

し

え
や
自じ

身し
ん

の

経け
い

験け
ん

、
日に

本ほ
ん

の
師し

範は
ん

た
ち
か

ら
聞き

い
た
話は

な
し

な
ど
を
語か

た

っ
て

い
る
。

　

講こ
う

話わ

の
様よ

う

子す

は
映え

い

像ぞ
う

化か

さ

れ
て
い
て
、
各か

っ

国こ
く

の
支し

部ぶ

で
稽け

い

古こ

後ご

に
観み

ら
れ
て
い

る
。
チ
リ
・
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ

の
支し

部ぶ

か
ら
１
週

し
ゅ
う

間か
ん

の
予よ

定て
い

で
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
修し

ゅ

行ぎ
ょ
うに
来き

て
い
た
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
パ
ラ

ス
さ
ん
（
３
４
）
と
ク
リ
ス

ト
フ
ァ
・
マ
ッ
ク
ス
ヘ
ッ
ド

（
３
４
）
さ
ん
は
、「
岸き

し

川か
わ

先せ
ん

生せ
い

か
ら
学ま

な

ん
だ
こ
と
が
人ひ

と

と

の
接せ

っ

し
方か

た

に
生い

か
さ
れ
て
い

る
」
と
話は

な

す
。

　

パ
ラ
ス
さ
ん
が
二に

天て
ん

に
通か

よ

い
始は

じ

め
た
の
は
２
年ね

ん

前ま
え

。

「
初は

じ

め
は
『
刀か

た
な

を
使つ

か

っ
て
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
の
が
面お

も

白し
ろ

そ
う
』
く
ら
い
に
し
か
考か

ん
が

え

て
い
な
か
っ
た
」
と
振ふ

り
返か

え

る
。
稽け

い

古こ

を
続つ

づ

け
講こ

う

話わ

を
聞き

い
て
、
挨あ

い

拶さ
つ

や
仲な

か

間ま

へ
の
気き

遣づ
か

い
の
大た

い

切せ
つ

さ
を
学ま

な

ん
だ
。

「
人ひ

と

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
楽た

の

し
く
な
っ
た
。
サ

ン
テ
ィ
ア
ゴ
の
支し

部ぶ

の
メ
ン

バ
ー
は
家か

族ぞ
く

み
た
い
な
も
の

さ
」
と
笑え

顔が
お

を
見み

せ
た
。

　

マ
ッ
ク
ス
ヘ
ッ
ド
さ
ん

は
「
チ
リ
に
も
大お

お

き
な
剣け

ん

道ど
う

の
道ど

う

場じ
ょ
うが
あ
る
。
で
も
、
試し

合あ
い

ば
か
り
で
自じ

分ぶ
ん

に
は
合あ

わ

な
い
と
思お

も

っ
た
」
と
言い

う
。

「
生せ

い

徒と

に
は
漫ま

ん

画が

や
ア
ニ
メ

の
影え

い

響き
ょ
うを
受う

け
て
通か

よ

い
だ
す

人ひ
と

も
多お

お

い
。
そ
う
い
っ
た
人ひ

と

は
初は

じ

め
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
の

よ
う
に
刀か

た
な

を
振ふ

り
回ま

わ

す
け

ど
、
段だ

ん

々だ
ん

と
サ
ム
ラ
イ
の
精せ

い

神し
ん

を
理り

解か
い

し
て
、
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うし
て

（７） ２０１８年第４９８２号 	 ４月	２１日	（土曜日）

禁き
ん

錮こ

５
４
年ね

ん

９
カ
月げ

つ

に
減げ

ん

刑け
い

（左
ひだり

から）チリから修
しゅ

行
ぎょう

に来
き

たマックスヘッドさんとパラスさん

九き
ゅ
う

州し
ゅ
うブ
ロ
ッ
ク
運う
ん

動ど
う

会か
い

今こ
年と
しは
熊く
ま
本も
と
主し
ゅ
催さ
いで
開か
い
催さ
い、
２
２
日に
ち

に
、
鶏と

り

が
ら
ス
ー
プ
を
混ま

ぜ

合あ

わ
せ
、
店て

ん

舗ぽ

顔か
お

負ま

け
の
本ほ

ん

格か
く

的て
き

な
味あ

じ

を
提て

い

供き
ょ
うす
る
。

　

同ど
う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
曽そ

我が

部べ

威あ
き
ら

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
うと
来ら

い

日に
ち

し
た
五い

が
ら
し
十
嵐

製せ
い

麺め
ん

の
武む

藤と
う

啓け
い

一い
ち

さ
ん
は

「
準

じ
ゅ
ん

備び

を
重か

さ

ね
こ
だ
わ
り
ぬ

き
ま
し
た
。
鶏と

り

が
ら
ス
ー
プ

は
骨ほ

ね

と
肉に

く

を
２
時じ

間か
ん

以い

上じ
ょ
うか

け
て
煮に

込こ

ん
で
ダ
シ
を
と
っ
て

い
ま
す
」
と
自じ

信し
ん

を
見み

せ
る
。

　

今こ
ん

回か
い

は
ラ
ー
メ
ン
を
１
千せ

ん

食し
ょ
く

用よ
う

意い

し
た
。
価か

格か
く

は
ラ
ー

メ
ン
が
３
０
レ
ア
ル
、
ラ
ー

メ
ン
と
餃

ぎ
ょ
う

子ざ

の
セ
ッ
ト
が

３
８
レ
ア
ル
、
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー

丼ど
ん

が
１
０
レ
ア
ル
。

　

曽そ

我が

部べ

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
うと
武む

藤と
う

さ
ん
は
「
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
丼ど

ん

も

肉に
く

選え
ら

び
か
ら
味あ

じ

付つ

け
ま
で
試し

行こ
う

錯さ
く

誤ご

し
ま
し
た
。ぜ
ひ
ラ
ー

メ
ン
と
一い

っ

緒し
ょ

に
ご
賞

し
ょ
う

味み

く
だ
さ

い
」
と
話は

な

し
た
。

　

同ど
う

被ひ

告こ
く

に
対た

い

し
て
は
、

２
０
１
６
年ね

ん

９
月が

つ

に
聖せ

い

市し

バ

ラ
・
フ
ン
ダ
区く

の
刑け

い

事じ

裁さ
い

判ば
ん

所じ
ょ

で
行お

こ
な
わ
れ
た
陪ば

い

審し
ん

員い
ん

裁さ
い

判ば
ん

で
、
被ひ

害が
い

者し
ゃ

ソ
ニ
ア
さ
ん
と
、

長ち
ょ
う

男な
ん

ヒ
ロ
ア
キ
く
ん
（
当と

う

時じ

１
５
）、
次じ

男な
ん

ヒ
ロ
ユ
キ
く
ん

（
当と

う

時じ

１
１
）
殺さ

つ

害が
い

の
罪つ

み

で

禁き
ん

錮こ

５
６
年ね

ん

９
カ
月げ

つ

１
０
日か

の
有ゆ

う

罪ざ
い

判は
ん

決け
つ

が
言い

い
渡わ

た

さ
れ

て
い
た
。

　
こ
の
一い

っ

審し
ん

判は
ん

決け
つ

に
対た

い

し
、
被ひ

告こ
く

人に
ん

側が
わ

は
控こ

う

訴そ

し
た
。
判は

ん

決け
つ

（３）

入に
ゅ
う

学が
く

試し

験け
ん

は
「
関せ

き

ケ
原は

ら

の
戦た

た
か

い
」

稽け
い

古こ

に
励は

げ

む
よ
う
に
な
る
ん

だ
」
と
話は

な

し
た
。

（
つ
づ
く
、
山や

ま

縣が
た

陸り
く

人と

記き

者し
ゃ

）
ど
、
日に

本ほ
ん

風ふ
う

の
軽け

い

食し
ょ
くも
。
日に

本ほ
ん

で
デ
ザ
ー
ト
作づ

く

り
を
勉べ

ん

強
き
ょ
う

し
た
ア
リ
サ
さ
ん
が
日ひ

替が

わ

り
で
作つ

く

る
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
や

抹ま
っ

茶ち
ゃ

ム
ー
ス
な
ど
の
デ
ザ
ー

ト
（
１
０
～
１
８
レ
）
も
絶ぜ

っ

品ぴ
ん

。
　

店て
ん

長ち
ょ
う

の
佐さ

藤と
う

浩ひ
ろ

香か

さ
ん

（
＝
花は

な

柳や
ぎ

寿す
み美
富と

み

浩ひ
ろ

、
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

旭あ
さ
ひ

川か
わ

市し

）
の
母は

は

は
喜き

怒ど

哀あ
い

楽ら
く

の
創そ

う

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

、
故こ

松ま
つ

井い

宮み
や

子こ

さ
ん
。
約や

く

半は
ん

年と
し

前ま
え

か
ら
オ
ー

プ
ン
の
た
め
に
奔ほ

ん

走そ
う

し
、
喜き

怒ど

哀あ
い

楽ら
く

開か
い

店て
ん

３
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
今こ

年と
し

、
カ
フ
ェ
を
開あ

け
た
。

　

店て
ん

員い
ん

は
ほ
と
ん
ど
が
家か

族ぞ
く

と
い
う
。
入

に
ゅ
う

店て
ん

す
る
と
「
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」、
客き

ゃ
く

が
帰か

え

る
際さ

い

に
は
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
元げ

ん

気き

な
声こ

え

が
飛と

ぶ
。
日に

っ

ポ
両

り
ょ
う

語ご

で
対た

い

応お
う

可か

能の
う

。

　

佐さ

藤と
う

店て
ん

長ち
ょ
う
は
「
い
つ
か
カ

フ
ェ
を
開あ

け
た
い
と
い
う
話は

な
し

は

あ
り
、『
今い

ま

や
ら
な
き
ゃ
』
と

半は
ん

年と
し

か
け
て
や
っ
と
開か

い

店て
ん

し

た
。
喜き

怒ど

哀あ
い

楽ら
く

と
こ
こ
で
働

は
た
ら

い
て
く
れ
る
皆み

な

が
幸し

あ
わ

せ
に
な
る

よ
う
に
、
と
に
か
く
頑が

ん

張ば

り

た
い
」
と
の
想お

も

い
を
語か

た

っ
た
。

　

開か
い

店て
ん

時じ

間か
ん

は
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

か

ら
午ご

後ご

６
時じ

。
注

ち
ゅ
う

文も
ん

は
午ご

後ご

５
時じ

半は
ん

ま
で
。
全ぜ

ん

３
４
席せ

き

。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
同ど

う

店て
ん

（
１
１
・ 

３
１
３
２
・
６
０
８
３
）
ま

で
。

も
用よ

う

意い

さ
れ
て
い
る
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
ラ
イ
ア
ネ
・
ソ

ウ
ザ
さ
ん
（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・９ 

７
０
６
７
・
３
９
８
２
／

メ
ー
ル
＝u

n
dokai.kyu 

sh
u

@
gm

ail.com

）
ま

で
。

　

二に

天て
ん

の
岸き

し

川か
わ

さ
ん
は
講こ

う

話わ

を
ま
と
め
た
著ち

ょ

書し
ょ

『Sh
in

-
h

agaku
re, P

en
sam

-
ento de um

 Sam
urai 

M
o

d
ern

o

（
新し

ん

葉は
が

隠く
れ

―

現げ
ん

代だ
い

武ぶ

士し

の
心

こ
こ
ろ

得え

―
）』
を

の
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

（R
u

a d
a 

G
lo

ria, 7
2

1
, L

ib
er -

dade

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か
ら
午ご

後ご

４
時じ

ま
で
。
袋ふ

く
ろ

ラ
ー
メ

ン
「
喜き

多た

方か
た

こ
っ
て
り
醤

し
ょ
う

油ゆ

」

（
五い

が
ら
し
十
嵐
製せ

い

麺め
ん

）
を
ベ
ー
ス

多た

方か
た

ラ
ー
メ
ン
祭ま

つ

り
』
を
今こ

ん

週し
ゅ
う

日に
ち

曜よ
う

の
２
２
日に

ち

、
聖せ

い

市し

　

ブ
ラ
ジ
ル
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
永な

が

山や
ま

八は
ち

郎ろ
う

会か
い

長ち
ょ
う

）
は
『
喜き

（
左ひ

だ
り

か
ら
）
来ら

い

社し
ゃ

し
た
武む

藤と
う

さ
ん
と
曽そ

我が

部べ

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
う
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Trump fala em concorrência livre 
e justa ao fim de encontro com 
premiê japonês na Flórida

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Diplomacia (19/04/2018)

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, e o pre-
sidente dos Estados Unidos, 
Donald Trump, encerraram 
dois dias de negociações no 
estado americano da Flóri-
da.
No início da reunião de 
quarta-feira, Trump abor-
dou o déficit comercial dos 
Estados Unidos com o Ja-
pão. Manifestou esperança 
de poder reduzir o déficit e 

obter um equilíbrio comer-
cial em prazo relativamente 
curto. Lembrou que o go-
verno japonês tem um plano 
para adquirir vários caças a 
jato e aeronaves de passa-
geiros de fabricação ameri-
cana. O presidente afirmou 
que a questão comercial 
será resolvida e citou a sua 
experiência na área.
Em resposta, o premiê ja-
ponês declarou que a região 

Ásia—Pacífico é um pode-
roso centro de crescimento 
capaz de liderar a economia 
global. Disse esperar que o 
Japão e os Estados Unidos 
façam esforços conjuntos 
para ampliar o comércio bi-
lateral e os investimentos 
mútuos. Abe enfatizou que, 
para tanto, é importante que 
as duas nações reforcem um 
mecanismo de concorrência 
livre e justa na região Ásia—

Partidos de oposição do 
Japão estão boicotando de-
liberações no Parlamento, 
após o governo recusar sua 
exigência para que o minis-
tro das Finanças, Taro Aso, 
renuncie ao cargo.
A coalizão governista, for-
mada pelos partidos Liberal 

A Comissão Europeia 
apresentou os resultados de 
negociações sobre um acor-
do de parceria econômica 
entre Japão e países-mem-
bros do bloco. Isso faz com 
que os dois lados lancem 
um abrangente acordo co-

O vice-ministro adminis-
trativo da chancelaria do 
Japão, Takeo Akiba, e o 
primeiro-vice-chanceler da 
Rússia, Vladimir Titov, ini-
ciaram conversações estra-
tégicas bilaterais em Mos-

Pacífico adequado ao século 
21.
O ministro da Revitalização 
do Japão, Toshimitsu Mote-
gi, o representante de Co-
mércio Exterior dos Estados 
Unidos, Robert Lighthizer, 
também participaram do se-
gundo dia de negociações, 
depois que Abe e Trump jo-
garam golfe.

Política (20/04/2018)

Economia (19/04/2018)

Diplomacia (20/04/2018)

Partidos oposicionistas do 
Japão boicotam deliberações no 
Parlamento exigindo renúncia de Aso

Comissão Europeia apresenta resultados das negociações 
sobre acordo de parceria econômica com Japão

Autoridades do Japão e da 
Rússia iniciam conversações 
sobre segurança regional

Democrático e Komei, afir-
ma que irá conduzir discus-
sões independentemente de 
sua participação.
O maior partido oposicio-
nista, o Democrático Cons-
titucional, e 5 outras siglas 
estão exigindo a renúncia de 
Aso.

mercial.
Na quarta-feira, o vice-pre-
sidente da Comissão Eu-
ropeia, Jyrki Katainen, 
afirmou que ainda existem 
questões pendentes entre 
Japão e União Europeia, 
incluindo disputas sobre in-

cou na quinta-feira.
Em relação à conclusão de 
um tratado de paz, Akiba 
disse que as negociações es-
tão mostrando um certo grau 
de progresso no estabeleci-
mento de uma nova estru-

Eles querem que o ministro 
das Finanças assuma a res-
ponsabilidade pelo suposto 
assédio sexual por um fun-
cionário de alto escalão e 
também pela adulteração de 
documentos oficiais por au-
toridades do ministério.
Na sexta-feira, os partidos 

vestimentos.
O esboço diz que, visando 
acelerar o acordo de parce-
ria econômica, negociações 
quanto ao procedimento 
para resolver as disputas 
deveriam ser realizadas à 
parte.

tura para discussões sobre 
a manutenção da segurança 
regional, incluindo 4 ilhas 
controladas pela Rússia e 
reivindicadas pelo Japão.
A Rússia controla as 4 ilhas. 
O Japão as reivindica. O 
governo japonês mantém a 
posição de que as ilhas são 
parte inerente do território 
japonês. Diz que elas foram 
ocupadas ilegalmente após a 
Segunda Guerra Mundial.
O novo mecanismo foi pro-

O premiê japonês, Shin-
zo Abe, e o presidente dos 
EUA, Donald Trump, con-
cordaram em manter o má-
ximo de pressão sobre a 
Coreia do Norte até que o 
país tome medidas concre-
tas para sua desnucleariza-
ção. Os dois líderes também 
decidiram criar um novo 
mecanismo para debater co-
mércio e investimentos.
Abe e Trump realizaram 
uma coletiva de imprensa 
conjunta na quarta-feira, na 
residência de férias do pre-
sidente americano na Flóri-
da, após a conclusão de sua 

cúpula de 2 dias.
Abe disse que a situação 
norte-coreana chegou a um 
decisivo momento histó-
rico, graças à decisão de 
Donald Trump de realizar a 
primeira cúpula entre EUA 
e Coreia do Norte.
Trump disse que vai se reu-
nir com o líder norte-co-
reano, Kim Jong Un, nas 
próximas semanas para de-
bater a desnuclearização da 
Península Coreana. Ele se 
mostrou esperançoso de que 
a reunião seja um sucesso. 
Entretanto, Trump acres-
centou que irá se retirar se o 

diálogo não for proveitoso.
O premiê japonês disse que 
debateu com o presidente 
americano diversos cenários 
detalhadamente e que coor-
denaram cuidadosamente 
suas políticas em relação à 
Pyongyang.
Sobre questões econômicas 
bilaterais, Abe revelou que 
o ministro da Revitalização 
Econômica do Japão, Toshi-
mitsu Motegi, e o represen-
tante de comércio exterior 
dos EUA, Robert Lighthi-
zer, irão iniciar negociações 
com base em um novo me-
canismo.

Shinzo Abe e Donald Trump decidem manter 
pressão sobre a Coreia do Norte

Diplomacia (19/04/2018)

Trump falou sobre o fato do 
Japão ser um dos alvos das 
tarifas sobre aço e alumínio 
impostas no mês passado.
Ele disse que os EUA vão 
considerar eximir o país se 
as duas nações conseguirem 
chegar a um novo acordo 
que reduza o déficit comer-
cial americano.
Trump também afirmou que 
não deseja retornar ao pacto 
de livre comércio Parceria 
Transpacífica a não ser que 
haja um acordo que não 
possa recusar em nome dos 
EUA. Ele disse que prefere 
negociações bilaterais.

Donald Trump, o presi-
dente dos Estados Unidos, 
disse que o seu encontro de 
cúpula com Kim Jong Un, 
o líder da Coreia do Norte, 
provavelmente irá aconte-
cer até o começo de junho. 
Trump também afirmou que 
planeja abordar a questão 
dos cidadãos japoneses se-
questrados por Pyongyang 
durante a reunião.
O presidente americano deu 
as declarações na terça-feira 
no estado americano da Fló-
rida, quando encontrou-se 
com Shinzo Abe, o premiê 
do Japão. Trump disse que 
está ansioso para reunir-se 
com Kim, e afirmou esperar 
que o encontro seja bem-su-
cedido.
O presidente americano 
afirmou que os Estados 
Unidos vão falar sobre os 
sequestros de japoneses por 
Pyongyang durante a reu-

O embaixador dos Es-
tados Unidos no Japão, 
William Hagerty, afirmou 
que o presidente americano 
Donald Trump e o primei-
ro-ministro japonês Shinzo 
Abe mantiveram discussões 
“muito profundas e ponde-
radas” sobre sua estratégia 
para a próxima cúpula entre 
Washington e Pyongyang e 
outros assuntos.
Na quarta-feira, Hagerty 
conversou com a NHK e 
outros veículos de impren-
sa, na Flórida, depois de se 
juntar à cúpula entre Trump 
e Abe.
O embaixador ressaltou a 
importância do compromis-
so do presidente americano 
de abordar a questão dos se-
questros de japoneses pela 
Coreia do Norte em uma 
planejada reunião com o lí-
der norte-coreano Kim Jong 

Diplomacia (18/04/2018)

Diplomacia (19/04/2018)

Trump diz que vai falar sobre 
sequestros de japoneses pela Coreia 
do Norte durante reunião com Kim

Embaixador dos EUA no Japão 
diz que Trump e Abe tiveram 
discussões “muito profundas”

nião com a Coreia do 
Norte. Trump disse saber 
que esta é uma questão 
prioritária para o Japão.
Trump ainda afirmou 
que a reunião com Kim 
provavelmente vai acon-
tecer no começo de ju-
nho ou um pouco antes.
O presidente america-
no disse que os Estados 
Unidos estão negocian-
do diretamente com 
a Coreia do Norte em 
“níveis extremamente 
elevados”. De acordo 
com Trump, cinco locais 
fora dos Estados Unidos 
estão sendo cogitados 
para receber o histórico 
encontro de cúpula com 
Kim.
Trump também afirmou 
que é possível que as 
coisas não corram bem, e 
que os dois países sequer 
cheguem a se reunir.

Un, que deve ocorrer até 
o início de junho.
William Hagerty obser-
vou que o presidente 
americano se encontrou 
com familiares de se-
questrados em Tóquio, 
em novembro de 2017. 
Ele acrescentou que fez 
o mesmo na semana pas-
sada.
Hagerty disse que os se-
questros têm sido um dos 
principais temas nas con-
versações entre os dois lí-
deres, e que as discussões 
produziram “palavras 
muito encorajadoras”.
Nas conversações, Shin-
zo Abe e Donald Trump 
também concordaram 
em criar um novo meca-
nismo para discutir co-
mércio bilateral e outros 
temas.
O embaixador americano 
o descreveu como “um 
aprimoramento do meca-
nismo existente”, em vez 
de considerá-lo apenas 
como um novo. Ele ex-
pressou o desejo de que 
o mecanismo ajude na 
obtenção de um rápido 
progresso para corrigir o 
desequilíbrio comercial 
entre os dois países, que 
pende favoravelmente 
para o Japão.

de oposição se reuniram e 
confirmaram que vão tentar 
obter a renúncia de Aso.
Eles estão exigindo também 
a convocação de principais 
elementos como testemu-
nhas para esclarecer o fato 
em um alegado escândalo 
de favoritismo e normalizar 
as operações no Parlamen-
to.
A maioria das parlamen-
tares, que participaram da 
reunião, vestia roupas pre-
tas em protesto ao suposto 
assédio sexual pelo funcio-
nário de alto escalão do mi-
nistério, que anunciou sua 
renúncia esta semana.

Segundo fontes bem infor-
madas, o documento deve 
ser assinado por Japão e 
União Europeia já em julho, 
depois que ele seja aprova-
do por países-membros do 
bloco. Ambas as partes vão, 
então, dar início aos proce-
dimentos para ratificação.
O acordo de parceria econô-
mica perfaz quase 30% do 
Produto Interno Bruto (PIB) 

posto pelo governo russo em 
março, quando o chanceler 
da Rússia, Sergei Lavrov, 
visitou o Japão para se reu-
nir com sua contraparte ja-
ponesa Taro Kono. A Rússia 
está manifestando temores 
de que a devolução das ilhas 
possa pavimentar o caminho 
para as forças americanas no 
Japão estabelecerem base 
nas ilhas, seguindo o acordo 
de segurança nipo-america-
no.

global. A União Europeia e 
o Japão esperam reforçar 
sua posição no livre-comér-
cio, no momento em que os 
Estados Unidos adotam po-
líticas protecionistas.
A União Europeia quer que 
o acordo seja ratificado este 
ano para que passe a vigorar 
até março de 2019, quando 
o Reino Unido deixará de 
fazer parte do bloco.
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